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ごあいさつ

常陸大宮市は、茨城県の北西部、県都水戸から約 20kmの 八溝山地及び阿武隈山地の南端

と関東平野周縁大地北端の境界部に位置し、東に久慈川、南に那珂川、中央部に緒川、玉川が

流れ、市の 6割を山林が占めています。

久慈川と那珂川の二大河川の沿岸には、肥沃な土地が開け、豊かな自然に意まれ古 くか ら

人々の生活の場となり、多くの歴史を重ねております。そのためこの地域には、古墳・塚・集

落跡など多くの遺跡が存在しております。これらの遺跡は、当時の様子を知る手がかりとなる

ことはもちろんのこと、現代の私たちが豊かに生活をすることができる先人の業績でもありま

す。

このような貴重な文化遺産を後世に伝えることは、私たちの大切な任務であり、郷土の発展

のためにも貴重なことと考えております。 このたびの調査は、店舗の建設に伴い、周知の遺跡

である上ノ宿遺跡の発掘調査による記録保存を目的に行ったものであります。遺跡内からは、

縄文、奈良、平安、中世時代の竪穴住居跡・土坑・柱穴状遺構・溝状遺構・土器等が多数検出

されました。この調査報告によって地域の祖先の遺業をしのぶことができるとともに、文化財

の対する意識がいっそう深まり、遺跡愛護の精神や郷土の文化を培う上で貴重な資料として役

立てていただければ幸いであります。

最後になりますが、発掘調査にあたり格別のご指導を賜 りました茨城県埋蔵文化財指導員の

川崎純徳先生、そしてご協力いただきました地元の関係者、また、一切の経費をご負担いただ

きました事業所 有限会社東栄建設様、適正かつ慎重な調査をいただいた発掘業者 有限会社日

考研茨城様、各位に心から厚く感謝を申し上げます。

平成20年 10月

茨城県常陸大宮市教育委員会



例  言

1.本書は、何東栄建設の委託を受けて、常陸大宮市教育委員会の指導のもと、有限会社 日考

研茨城が行った、店舗建設に伴う記録保存調査を目的とした発掘調査報告書である。

2.本書は、下記の遺跡を収録したものである。

遺跡名 上ノ宿 (か みのしゅく)遺跡

所在地 常陸大宮市下町4015-1

調査面積  1,980∬
3.掘調査の現地調査及び整理調査は、下記の期間に実施した。

調査期間 平成18年 5月 25日 ～平成18年 6月 27日

整理期間 平成19年 9月 1日 午平成20年 3月 30日               i
4.発掘調査組織は下記の通りである。

調査担当  大渕 淳志 [(有 )日 考研茨城]現地・整理

整理担当  小川 和博 [(有 )日 考研茨城]現地・整理

調査員   遠藤 啓子 [(有 )日 考研茨城]現地・整理

現地調査作業員 井澤良忠、井澤しつい、菊池等、佐藤賞、塩澤和紀、相田三郎、

沢田すみ江、川崎東功

整理調査作業員 大渕由紀子・大野美佳・小川知美[以上(有)日 考研茨城]

事務局   (有 )日考研茨城

調査指導  常陸大宮市教育委員会生涯学習課

5.本書の編集執筆は、小川和博・大渕淳志が行った。

6.本書では以下のような遺構の略称に使用した記号は以下の通りである。

住居跡 :SI 土坑 :SK 溝状遺構 iSD 柱穴状遺構 (ピ ット):P

撹乱 :K 旧石器時代調査地点 :PG

7。 本書中の色調に関する表現は新版標準土色帖 (農林水産技術会議事務局監修2000年版)に

従った。

8.書で使用した図面の方位は、すべて座標北であり、標高は海抜高である。

9。 本書に掲載した遺物のスクリーントーンについては、いずれも黒色処理が施されているこ

とを示している。

10。 遺構および遺物の写真撮影は大渕淳志・小川和博が行った。

11.調査の記録および出土遺物は、常陸大宮市教育委員会が保管している。

12。 発掘調査および報告書の作成に当たり、以下の方々のご教示・ご高配を賜った。記して、

深く謝意を表す次第です。 (敬称略・順不同)

茨城県教育委員会、(財)茨城県教育財団、土浦市上高津貝塚ふるさと歴史の広場、川崎純徳、

佐々木義則、金田正志
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第 I章 序章

第 I章 序 圭早

第 1節 調査に至る経緯

本発掘調査は、店舗造成に伴う事前調査である。平成18年 1月 31日 に有限会社東栄建設から常陸大宮市教育委員

会に埋蔵文化財の所在の有無の照会が提出され、それに基づき、市教育委員会は同年 2月 8日 に造成予定地内に試掘

調査を実施した。調査はトレンチ方式で、試掘の結果竪六住居跡 8軒、土坑10基、柱穴状遺構10基 (以上奈良 。平安

時代)、 溝状遺構 1条 (中世)が検出され、明らかに古代の集落が所在することが判明した。同年 2月 16日 に茨城県教

育委員会との協議により、本調査を実施することとなり、有限会社日考研茨城に調査依頼を行なう。承諾後、常陸大

宮市教育委員会 。有限会社東栄建設 。有限会社日考研茨城は三者協議を行い、確認調査の結果に基づき平成18年 5

月26日 から同年6月 27日 まで本調査を実施した。

(常陸大宮市教育委員会)

第 2節 調査経過 とその概要

上ノ宿遺跡の本調査は、平成18年 5月 26日 から同年 6月 27日 まで実施した。確認調査の結果に基づき、開発予定

区域全面1,980∬ を調査することとなった。まず重機による表土除去から開始し、遺構確認のための精査を人力によ

り行う。確認調査で把握されていた黒色土の落ち込み部はすべて竪穴住居跡であることが判明し、これら住居跡を中

心に丁寧な精査を繰り返した。さらに円形を主体となる土坑をはじめ、溝状遺構、柱穴状遺構(ピ ット)を検出する。

竪穴住居跡は調査区の中央から北側に纏まって 8軒検出され、いずれも8世紀代前後に比定され、全体的な集落は北

側に展開することが予想された。なお重複住居跡は中央に位置する住居跡S103と 04の みであるが、一辺 2mか ら

5m前後と幅があり、出土遺物から判断される構築時期に差が見られるにもかかわらず、主軸方位は逆にほぼ一致す

ることが確認された。これら住居跡群の周辺には切り合い関係のない円形土坑を主体とし、その他楕円形もしくは長

方形土坑が検出された。これらのうち土師器および須恵器が出上している土坑が 3基確認されて、さらに遺物の出土

はないものの円形土坑はいずれも古代に比定できる。覆土の状況から判断していわゆる畑地耕作に伴う小型の「イモ

穴」類も確認できた。その他、調査区南西に溝状遺構が 1条検出された。しかし、覆土の状況からみて中世以降の境

溝ではないかと推定している。また柱穴状遺構のうち、間尺に合う一列の柵列が 1条検出されている。覆土の状況か

ら古代と判断した。最後に平坦な高位面でしかも遺構密度の薄い調査区の中心軸にあたる南側と北側の2ヶ 所に旧石

器文化層を確認するため2m× 2mのグリッドを設定し深掘調査を実施した。上層であるⅡ層七本桜軽石層、Ⅲ層今

市軽石層と表土層から1.40m前後の下層にあたるⅨ層鹿沼軽石層が鍵層となっているが、明確な旧石器文化層を検出

できず、基本層序のみの観察となった。21日 間の発掘調査の結果、住居跡 8軒、古代を中心とする土坑10基、古代

の柵列 1条、中世の溝状遺構 1条、柱穴状遺構(ピ ット)13基 を検出し、調査を完了する。

なお、調査区の設定にあたっては、国家座標を基準とし、調査区北西隅のX軸 =60,940m、 Y軸 =52,440mの 交

点を基準点する10m× 10mのグリッドを設定し、西から東に向かってA～ F、 北から南に向かって 1～ 7と し、そ

れぞれの区はA-1区 のように呼称し、遺構の所在および遺構外出土遺物のすべての地点を明確にすることとした

(第 1図 )。 (/JヽナII不日

“

事)

第 3節 調査 日誌

2006年 5月 26日 ～ 6月 27日

5。 26 本日より調査を開始する。重機による表土層除去開始。東側の表土層除去。

5。 29～ 31 重機による表土層除去作業継続。東側から中央部の表土層除去。さらに遺構検出のため精査を開始

し、住居跡を検出する (S101～ 08)。

6・ 2 遺構調査を開始する。住居跡 4軒にセクションベル トを設定し床土除去 (S101～ 04)。

6・ 5 住居跡 4軒にセクションベル トを設定し床土除去 (S105～ 08)。

6・ 6 旧石器文化層確認のための深掘調査を開始する。住居跡調査の継続。



第4節 遺跡の位置と周辺遺跡

6・ 7～12 住居跡 S101～ 08の土層断面実測作業。

6・ 13 土坑、ピット調査 (S K01～ 10・ P01～ 13)。 柵列 S A01の調査。

6。 14 住居跡セクションベル ト除去作業 (S101～ 08)。

6・ 15～20 住居跡カマ ド調査 (S101～ 08)。

6。 21～ 22 遺構写真撮影 (S101～ 06・ P G01)。

6・ 22 遺構写真撮影 (S102.07.08・ S D01)。 貼床除去作業を開始する (S106)。

6 。23～ 24 貼床除去作業 (S101～ 06)。

6・ 27 本日で調査を全て完了する。機材の撤収作業。埋め戻し作業を行う。

(大渕淳志)

第 4節 遺跡の位置 と周辺遺跡

1.遺跡の位置 (第 2・ 3図 )

遺跡は、北緯36° 33′ 46″ 8、 東経 140° 23′ 24″ 6の茨城県北郡、常陸大宮市下町4015-1に所在する。こ

こは水郡線常陸大宮駅東わずか600m、 旧国道118号線に並行し、市街地の東端に位置する。付近の台地は八溝山系

から延びた丘陵の一部が北から西側に突出した洪積世の台地が形成され、東に久慈川、西に那珂川によって大きく分

断され、さらに市街地西に流れる玉川によって三分される。遺跡の立地する通称大宮台地は久慈川と玉川に挟まれた

南北に細長く延びた舌状台地で、久慈川と玉川が下岩頑付近で合流することによって収束する。こうした大宮台地は
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第 I章 序章

両河川とその支流によってさらに侵食され複雑な地形を呈している。遺跡は東に流れる久慈川の右岸で、直接影響を

受け、より開析された比較的幅広く平坦な台地上に立地していめため、遺跡の範囲が明確に線引きできない。すなわ

ち標高53.5m前後の平坦面が南北800m、 東西1500mまで延びており、北は部垂城跡(040)、 南は宇留野城跡(038)に

よって境されるものの、西側は玉川まで達する広さがあり、東端に位置する本遺跡から西側の玉川まで小規模な中富

遺跡(062)のわずか 1遺跡しか確認されていない。こうした状況のなか本遺跡は南北700m、 東西200mと いう大規模

な範囲が遺跡として周知されている。さらに平成15年に発掘調査を実施した 「上宿上坪遺跡(094)」 とはほぼ同一遺

跡と理解してもよいほど遺跡の境は明瞭ではない。なお東側の久慈川低地との比高差は約32.5mを 測る。調査前の現

況は畑地で、遺跡西側は市街の中心地である。

2.周辺の遺跡 (第 3図 )

上ノ宿遺跡が立地する常陸大宮市は東に久慈川、西に那珂川と県内を代表する主要河川に挟まれ、さらに中央には

玉川が流れ、県北部において水利に恵まれた稀にみる肥沃な環境を呈している。そのため旧石器時代から中近世に至

るまで多くの遺跡が周知されており、各時期それぞれ学史的に古くから注目されている遺跡が多いのも特徴である。

いま時期ごとに主な遺跡を列挙してみても、旧石器時代の梶巾遺跡、縄文時代の坪井上遺跡、高ノ倉遺跡。弥生時代

の小野天神前遺跡、上岩瀬富士山遺跡、小祝梶巾遺跡。古墳時代の下村田一騎山古墳や糠塚古墳。奈良・平安時代の

小野源氏平遺跡や鷹巣原遺跡等が知られている。これらはいずれも県内の歴史を語るとき必ず代表的な遺跡のひとつ

として挙げられ、しかも全体的にみていずれも数少ない発掘調査によって明らかにされた成果であり、逆にみると市

内どの遺跡の調査を実施しても注目度の高い成果が期待できることを示唆している。

さて、ここで本遺跡周辺遺跡の概要について、すでに市教育委員会で報告されている分布調査に基づき簡単に触れ

ていきたい。まず旧石器時代の遺跡については 「梶巾遺跡(007)」 で調査され、槍先形尖頭器が出土し、「小野天神前

遺跡」でも細石核が採集されている。そのほか市内最古といわれている「小野高ノ倉遺跡」および上坪遺跡(033)、

鷹巣戸内遺跡(034)が知られている。次ぎの縄文時代になると急に遺跡数が増えてくる。周辺では昭和51、 58年 に調

査された 「梶巾遺跡(007)」 をはじめ、「諏訪台遺跡(050)」 「宮中遺跡(011)」 「富士山遺跡(003)」 等21遺跡が知られ、

また正式な調査は行われていないが、「河井台遺跡(096)」 では多量の石鏃が採集されている。そのほか中期の大集落

として確認された 「坪井上遺跡」「高ノ倉遺跡」があり、縄文早期・中期から弥生時代に営まれた 「小野天神前遺跡」

は、主となる晩期段階で土偶や亀形土製品をはじめ石剣、石棒、独鈷石等祭祀具が多数出土している。そして当遺跡

は県内でも数少ない弥生時代中期前半まで継続され、市内に限らず県内を代表する遺跡のひとつとなっている。その

ほか周辺地域では、後期の 「富士山遺跡(003)」 や 「梶巾遺跡(003)」 が著名である。以上のほか弥生時代の遺跡は明

確ではないものが多い。

古墳時代では須恵器や形象埴輪を含めた豊富な埴輪の出上が知られている「鷹巣古墳群(023)」 のほか、前方後方

墳である「富士山 4号墳」は墳長38mを測 り、県内でも最古の古墳のひとつとして周知されている。また 「糠塚古

墳(022)」 は80mの大形古墳である。また集落跡も数は少ないが報告されている。「梶中遺跡(007)」 では前 。中期の

住居跡が検出されている。さらに玉川左岸には 「雷神山横穴群(091)」 と「岩欠横穴群(139)」 があり、いずれも 5基

ずつ確認されている。

次ぎの奈良 。平安時代では本遺跡を含め市内の大半の遺跡で確認されており、その数は115遺跡以上にのぼ り市内

の全体的の実に80%を 占めている。そのなかで主要遺跡のひとつが 「鷹巣原遺跡(010)」 である。 8世紀中棄から10

世紀にかけて32軒の住居跡が確認されている。さらに隣接して 「鷹巣瓦窯跡(042)」 が知られており、ここで焼かれ

た瓦が住居跡のカマ ド構築材として利用されていた。そのほか最近調査された 「上宿上坪遺跡(094)」 や 「上坪遺跡

(033)」 でも明確な集落跡として注目されている。これらに本遺跡が加わることで久慈川中流域における 8世紀から

10世紀にかけての拠点的集落がより鮮明になってきた。最後に中世では城跡として詳細な測量調査を実施した 「前

小屋城跡(037)」 をはじめ「宇留野城跡 (038)」 や 「菅又城跡(100)」 が知られているが、平成15年 に発掘調査した

「上宿上坪遺跡(094)」 では宇留野城跡北西側の一郭に位置する集落遺跡であるが、明瞭な郭跡は確認できなかったも

のの、溝や土坑から古瀬戸の平碗・茶壺、志戸呂の悟鉢、常滑の甕や内耳土器、さらに硯の出土が報告されている。

また近世の塚としては 「富岡七ッ塚群(142)」 確認されている。 (/JヽナII不日

“

専)
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第 3図 遺跡の位置と周辺の遺跡 (1:25,000)



第4節 遺跡の位置と周辺遺跡

Tab.1 上ノ宿遺跡と周辺遺跡一覧

謡 鍋鰯 播Ⅷ 嘲 撻 甥 当鶴齢愕ほ癬1躙思陽餞蟻東1留忌1需 B湯 暑1器繰雲露霞期確8協語ぷ脚 露禦烈黒ぼ協8薔S湯1署増
上ノ宿遺跡 集落跡 縄文、奈良・平安

010 鷹巣原遺跡 集落勘 縄文、奈良 。平安、中世 昭和56・ 59、 平成 18年調査

011 宮中遺跡 集落跡 縄文、奈良・平安 平成 3年調査

016 引田前遺跡 集落跡 奈良 平安

017 北村田遺跡 集落跡 縄文、奈良・平安、中世

019 西坪井遺跡 集落跡 弥生、古墳、奈良・平安

024 松吟寺古墳 古墳 古墳

027 ―騎山古墳群 古墳群 古墳 昭和48年調査

028 根本古墳群 古墳群 古墳

034 鷹巣戸内遺跡 集落跡 旧石器、奈良・平安 十日名・鷹巣遺跡

036 根本遺跡 包蔵地 古墳

037 前小屋館跡 城館跡 奈良・平安、中世 平成12年測量調査

038 宇留野城跡 城館跡 中世

040 部垂城跡 城館跡 中世

044 大宮自然公園遺跡 集落跡 縄文、奈良・平安

045 萱峯遺跡 集落跡 縄文、古墳、奈良・平安

056 小中遺跡 集落跡 奈良 。平安

062 中富遺跡 集落跡 縄文、奈良・平安

065 抽ヶ台遺跡 集落跡 奈良・平安、中世

068 石幸遺跡 集落跡 奈良・平安

070 春日神社前遺跡 集落跡 古墳、奈良・平安

072 前三ケ尻A遺跡 集落跡 縄文、奈良・平安

073 後三ケ尻A遼跡 集落跡 奈良・平安

074 後三ケ尻 B遺跡 集落跡 縄文、奈良 。平安、中世

075 熊の石遺跡 集落跡 奈良・平安

076 額山A遺跡 集落跡 奈良 ,平安

077 額山B遺跡 集落跡 縄文、奈良・平安

082 鷹巣原 B遺跡 集落跡 奈良・平安、中世

090 大塚遠跡 集落跡 縄文、奈良・平安

092 抽ヶ台古墳 古墳 古墳

094 上宿上坪遺跡 集霜跡 縄文、古墳、奈良・平安 平成15年調査

098 山根遺跡 集落跡 不 明

099 見渡遺跡 集落跡 奈良・平安、中世

088 馬場先遺跡 集落跡 縄文、古墳、奈良・平安

090 大塚遺跡 集落跡 縄文、奈良・平安

091 雷神山横穴群 横穴群 古墳 5基市指定

092 抽ヶ台古墳 古墳 古墳

094 上宿上坪遠跡 集落跡 縄文、古墳、奈良・平安 平成15年調査

096 河井台遺跡 集落跡 奈良・平安

097 田子内遺跡 集落跡 奈良・平安

099 見渡遺跡 集落跡 奈良・平安、中世

07 念仏塚 経塚 近 世 1基

高野 B遺跡 集落跡 奈良・平安

北村田 B遺跡 集落跡 奈良・平安、中世

駄木所遺跡 集落跡 奈良・平安

20 泉坂下遺跡 集落跡 弥 生

念仏塚遺跡 集落跡 古墳

上高作遺跡 集落跡 縄文、奈良・平安

24 六丁遠跡 集落跡 奈良・平安

高渡遺跡 集落跡 縄文、奈良 。平安

姥賀東遺跡 集落跡 古墳、奈良 。平安

前二ヶ尻 B遺跡 集落跡 奈良・平安

42 宣 岡 十 ツ 塚 譜 塚 群 近 世
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第1飾 概要

第Ⅱ章 検出された遺構と遺物

第 1節 概要 (第 4図 )

上ノ宿遺跡は南北700m、 東西200mと いう広大な範囲が遺跡として周知されており、東に流れる久慈川の右岸で、

標高53.5m前後の平坦面上に立地している。なお、昭和56、 59年に隣接する地点が発掘調査され、縄文時代および

古代の集落跡が確認されただけではなく、さらに中世では城郭に密接に関連する集落跡として注目されていた遺跡で

あり、今回の調査でもその集落跡の広がりおよび限界が期待された。しかし、以前調査された地点に隣接していると

はいえ、限られた範囲であったが、ここから奈良・平安時代の竪穴住居跡 8軒と柵列 1条、古代から近世以降の土坑

10基、柱穴状遺構 13本が検出された。現状は畑地であった。

第 2節 基本層序 (第 5図 )

今回の調査で、旧石器時代に係る文化層を確認するために、深掘調査を実施した。遺構の希薄である調査区中央北

側と南狽げの 2地点に 2× 2mのグリッドを設定して調査した。あいにく明確な旧石器文化層や遺物は検出はできなか

ったものの、市内の資料蓄積としてローム層の調査を行い、今後の調査の資料に供したい。設定した地点は台地縁辺

に近い平坦部である。ここでの鍵層は Iお よびⅡ層の今市・七本桜軽石層とⅨ層の鹿沼軽石層である。

I層 明黄褐色土(10YR7/6)七 本桜軽石層。黄白粒子、赤色粒子を微量に含む。締 りがあり、粘性に欠ける。

Ⅱ層 橙色土層(5YR6/8)今市軽石層。赤褐色粒子、黄白色粒子を微量に含む◇締 りがあり、粘性はやや弱い。

Ⅲ層 にぶい黄橙色軟質ローム層(10YR6/4)ソ フトロームである。軟弱である。層厚は 5～ 15cm前後を測る。締

りにやや欠け、粘性は普通である。

Ⅳ層 にぶい黄褐色硬質ローム層(10YR5/4)やや明るいハー ドローム層。堅緻で締 りがある。層厚は25～ 32cm前

後を測る。

V層  にぶい黄褐色硬質ローム層(10YR6/4)ハ ー ドローム層。締 りがある。層厚は28～ 35cmを測る。黒色粒子・

白色粒子を少量含む。

Ⅵ層 にぶい黄褐色硬質ローム層(10YR5/3)全 体的に暗いハー ドローム層で、第 2黒色帯に相当するものと思われ

る。締 りがある。層厚は20～ 38cmを測る。

Ⅶ層 明褐色硬質ローム層(10YR4/6)上 層よりも明るいが全体的に暗いハー ドローム層。締りがある。層厚は最大

28cmを測る。鹿沼パミスを少量、赤色粒子を微量含む。

5500m_                      _
だヽ彰へ、ψ⌒ッ⌒Lヘノ⌒しノ′々h、ント~^｀

Ⅳ

1 黒色土(10YR2/1)耕作土
I 橙色七本桜軽石層(2 5YR7/8)
Ⅱ 掲色今市軽石層(10YR4/41
皿 にぶい黄橙色日―ム(10YR6/41 ソフ トローム
Ⅳ にぶい黄褐色ローム(10YR5/4) ハー ドローム
Vに ぶい黄橙色ローム(10YR6/4)
Ⅵ にぶい黄褐色ローム(10YR5/3)
Ⅶ 明黄褐色ローム(10YR7/6)
Ⅷ にぷい黄橙色ローム(10YR6/3)
Ⅸ 黄色鹿沼軽石層(25Y8/8)
X暗 掲色ローム(10YR3/3)
� 褐色日―ム(10YR4/4)

�

0          1m
I   I   也

第 5図 基本層序
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Ⅷ層 明黄褐色硬質ローム層(10YR4/6)上 層よりも明るいが全体的に暗いハー ドローム層。締 りがある。層厚は最

大1 5cmを 測る。鹿沼パミスを多く含む。

Ⅸ層 黄色軽石層(10Y3/3)鹿沼軽石層。締 りがあり、粘性が強い。層厚は25cm前 後としつか りした層位を示す。

自色粒子を少量含む。

X層 暗褐色ローム層(10YR3/3)締 りがあり、粘性が強い。層厚は35cm前後としつかりした層位を示す。白色粒

子を少量含む。

�層 褐色ローム層(10YR4/4)締 りがあり、粘性が強い。自色粒子を少量含む。

検出された遺構はいずれもⅢ層の上面で確認されている。

(小川和博)

第 3節 縄文時代の遺物 (第 6図 )

調査区から小破片であるが縄文土器と石製品として打製石斧と石鏃が検出された。これらはいずれも古代の住居跡

および土坑覆土からの出土である。なお。縄文土器は中期後半・加曽利E式期に比定されることからこれら石製品も

中期としてよいであろう。

1)縄文土器 (第 6図 1～ 3)

1～ 3はいずれも深鉢の胴部破片で縄文施文である。 1は単節RL縄文の縦位回転による施文。胎土に黒色粒子・

石英・長石粒を含み、色調は赤橙色(10R6/8)を 呈する。上坑 S K02覆土中より出土。 2は単節LR縄文で斜行回転

による施文。胎土に石英 。長石粒を含み、色調は灰褐色(7.5YR6/2)を 呈する。土坑 S K09覆土中より出土。 3は単

節RL縄文の縦位回転による施文。胎土にチャート・石英 。長石粒を含み、色調は浅橙色(7.5YR8/6)を呈する。土

坑 S K10覆土中より出土。いずれも中期終末の加曽利E3式もしくは加曾利E4式に比定される。

2)石器 (第 6図 4・ 5)

4は粘板岩製の打製石斧である。分銅形の半分を欠損している。現存長さ7.173cm、 幅9。 565cm、 厚さ1.927cm、 重

量181.Ogを測る。表面には大きく自然面を残し、刃部側縁のみ調整剥離が施さ、また裏面も自然面がみられ、第一

剥離調整痕を大きく残し、やはり刃部作出のための調整剥離が側縁部に集中させている。表土層における表採資料で

ある。

5はチャー ト製の凹基無茎型の石鏃である。完存品で、大きさは長さ3.074cm、 幅1.571cm、 厚さ0。 296cm、 重量

1.38gを 測る。両側縁はほぽ直線的で、凹基部は半円形状で曲線的な調整が施されている。また表裏面とも細かく丁

寧な調整剥離で仕上げているが、表面は平坦であるのに対し、裏面はやや丸みをもつ。住居跡S106覆土中より出

土している。

0                  5cm
l         l         l

5 (1/2)

鞄 ′Ⅷ 寛期

0                        10cm
I            I           I

l～4 (1/3)

4

第 6図 縄文時代の遺物
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第3節 縄文時代の遺物
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A褐灰色土(10YR4/1)
I褐灰色土(10YR5/1)
1黒掲色土(10YR2/2)
2黒色土(10YR2/1)
3黒掲色土(10YR3/1)
4黒褐色土(10YR2/2)
5黒褐色土(10YR2/3)
6黒褐色土(10YR3/2)
7褐色土(10YR4/41
8褐色土(10YR4/41
9暗褐色土(10YR3/3)

住居跡S101実測図

試掘 トレンテ

耕作土

少量の日―ム粒を含む

少量の日―ム粒を含む

微量の国―ム粒を含む

微量の日―ム粒を含む

少量の日―ム粒、微量の日―ムプロックを含む

多量の日―ム粒を含む

多曇のローム粒を含む

多量の日―ム粒ロームプロックを含む

多量のローム粒を含む

c5440
―

C′

第 7図

2m

(1/60)

1黒褐色土(10YR2/2) 少量のローム粒、焼土粒、灰色粘土粒を含む
2にぶい黄色土(25Y6/4)少 量のローム粒、多量の灰色粘土粒、少量の焼土粒を含む
3にぶい褐色土(7 5YR5/41少量のローム粒、灰色粘土粒、多量の焼土粒を含む
4黒色土(10YR2/1)  多量の日―ム粒を含む

第 8図
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住居跡S101カ マド実測図
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♀           1           lPCm
(1/3)

第 9図 住居跡 S101出 土遺物



第4節 堅六住居跡

第 4節 竪穴住居跡

1)住居跡 S101(第 7～ 9図 )

調査区の北東側、D-2、 E-2区に位置する。住居東側は未調査区域に広がつている。立地する標高は53.94～

54.13mのほぽ平坦部で、規模は南北軸長4.17m、 検出された東西軸長2.37mを 測 り、平面形は方形を呈するものと

推定される。カマ ドは北壁に設置されており、主軸方位はN-14° 一Wを示す。床面はほぼ平坦で、明瞭な貼床構

築がみられないが、床硬化面はカマ ド前面から住居の中央部がとくに顕著であつた。壁面は垂直気味に立ち上がり、

壁高は26.0～44.Ocmを 測る。壁溝は北辺に一部掘削部が欠ける部分がみられるが、検出された西辺および南辺で確認

される。規模は上面幅で15.0～ 28.Ocm、 深さ3.0～ 8.Ocnの 横断面U字状を呈する。柱穴は梯子穴と思われる南辺際に

重複して 2本穿ってある。北側 Plは径23.0× 23.Ocmの 円形、深さ45.Ocm。 南側 P2は径23.OX(22.0)cmの楕円形、深

さ39,Ocmを 測る。覆土は 8層 に分層でき、 レンズ状堆積 を示す 自然堆積である。覆土上層は 1層 黒褐色土

(10YR2/2)で ローム粒を僅かに含む。中層 2層 黒色土(10YR2/1)は ローム粒を僅かに含む。下層で床面に堆積して

いる 5層 黒褐色土(10YR2/3)は ローム粒・ロームブロックを僅かに含む。

カマ ドは北壁辺に設置されており、遺存状況は比較的良好である。北壁面を65.Ocm半 円形に掘り込んで煙道部とし

ている。規模は焚口部から煙道部までの長さ132.Ocm、 検出された両袖間の最大幅97.Ocm、 袖部溝築材は灰白色粘土

で構築されている。火床部は長98,Ocm、 幅62.Ocm、 深さ27cmの楕円形を呈し、摺鉢状に掘 り込み、底面は被熱によ

る赤化硬化している。カマ ド覆土は 4層に分層しているが、燃焼部床面には 3層 にぶい褐色土が堆積し、その上部か

ら煙道部下層にかけて 1層黒褐色土が堆積する。なお、火床下層には 4層黒色土が堆積しており、埋戻し上層である。

住居掘形底面はわずかに起伏があるものの、全面的に深さ4 cm前後にわたり掘削しており、ローム粒 。ロームブロ

ックを多量に含む暗褐色土による貼床を覆い構築されていた。

遺物は土師器・ ITh、 高台付邪、蓋、鉢、甕。須恵器・杯、甕が出土している。遺物の出土量は調査面積からみれば

全体的に纏まりのある出土を呈している。土師器高台付邦(2)、 須恵器lTh(9,10)は カマ ド前面覆土中から、土師器杯

(1)、 鉢(5)は カマ ド内で出土している。

1～ 8は土師器である。 1は邦の体部下半部の破片である。ロクロ成形で、底部は二次底部面を有し、二次底郡面

および底部は回転ヘラケズリである。また内面はヘラミガキの後に黒色処理を施している。外面に判読できないが墨

書されている。 2・ 3は高台付イの高台部の破片。ロクロ成形で、高台は貼付け、内面はヘラミガキの後に黒色処理

を施している。 4は蓋である。ロクロ成形で天丼部は回転ヘラケズリ。内面はヘラミガキの後に黒色処理を施してい

る。 5は鉢で、外面口縁部ヨコナデ、体部横方向のヘラケズリ。内面口縁部ヨヨナデ、体部ヘラナデで調整している。

6～ 8は甕である。 6は体部が内彎気味に立ち上がり、日縁部は短く外反する。外面口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズ

リ。内面口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ。 7・ 8は内湾気味の体部から回縁部は強く外反し、日縁端部は摘み上げさ

れている。 9～ 15は須恵器である。 9～ 11は不。ロクロ成形で、底部はいずれも手持ちヘラケズリ。 9は日径 10.6

cmを測るやや小型の不である。11はヘラ記号がみられる。12～ 15は甕の胴部破片で、外面はタタキにより器面調整

を施している。12～ 14は平行タタキ。15は平行タタキにより格子目状を呈する。

これら出土遺物は 9世紀前葉に比定される。

2)住居跡 S102(第 10～ 12図 )

調査区の北東側、D-3、 E-3区 に位置する。立地する標高は54.16～ 54.24mの ほぼ平坦部で、規模は南北軸長

3.65m、 東西軸長3.53mを 測 り、平面形は正方形を呈する。カマ ドが北側に設置されてお り、主軸方位はN―

13° 一Wを示す。床面はほぼ平坦で、ローム粒・ ロームブロックを混入した明黄褐色土を 3 cmの厚さに敷きつめ、

貼床にしていた。貼床は、カマ ド前面から住居の中央部が顕著であつたが、ほぼ全面硬化面が確認できる。壁面は垂

直気味に立ち上がり、壁高は42.0～ 57.Ocmを測る。壁溝はカマ ド設置部分および南辺中央出入回部を除き全周する。

規模は上面幅で16.0～ 38.Ocm、 深さ3.0～ 6.Ocmの 横断面U字状を呈する。柱穴は、南壁際の梯子穴 1本で、規模は径

41.0× 25.O cmの 楕円形、深さ21.Ocmを 測る。覆土は11層 に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。覆土

上層は 1層黒色土(10YR2/2)と 2層黒褐色土(10YR3/2)で ローム粒を僅かに含む。中層 4層暗褐色土(10YR3/3)と

5層黒褐色土(10YR2/2)は ローム粒を僅かに含む。下層で床面上には 6層黒褐色土(10YR2/3)9層 黒褐色土

12
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―
C′

1黒色土(10YR2/1)
2黒褐色土(10YR3/か
3黒褐色上(10YR3/2)
4暗掲色土(10YR3/3)
5黒褐色土(10YR2/2)
6黒褐色土(10YR2/3)
7黒色土(10YR2/1)
&黒色土(10YR2/1)
9黒褐色上(10YR2/D

lα 黒掲色土(10YR2/2)
11褐色土(10YR4/41

少量の日―ム粒、微量の灰色粘土粒を含む

少量の日―ム粒、少量の灰色粘土粒を含む

少量の日―ム粒、微量の灰色粘土粒を含む

少量の日―ム粒、少量の灰色粘土粒を含む

少量の回―ム粒を含む

少量の日―ム粒、日―ムプロックを含む

少量のローム粒、ロームプロックを含む

少量の日―ム粒、多量の日―ムブロックを含む

微量の日―ム粒を合む

少量のローム粒、少量の灰色粘土粒を含む

多量のローム粒を含む

第10図 住居跡S102実測図

焼土粒、多量の灰色粘土粒を含む

焼土粒、少量の灰色粘土粒を含む

焼土粒を含む

0                         2mI           I           I
(1/40)

1にぷい責色土(25Y6/4J少 量の日―ム粒、
2にぷい黄福色土(10YR4/31少 量のローム粒、
3黒褐色土(10YR3/2) 少量のローム粒、

♀       I       †m

(1/60)

第11図 住居跡S102カ マド実測図
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第12図 住居跡 S102出 土遺物 0                        10cm
l            I            I

(1/3)

(10YR2/2)、 10層黒褐色土(10YR2/2)が堆積している。

カマ ドは北壁のほぼ中央に設置され、遺存状況はやや良好である。北壁面中央を50.Om半 円形状に掘り込んで煙道

部としている。規模は焚口部から煙道郡までの長さ82.Om、 検出された両袖間の最大幅102.Om、 袖部溝築材は焚口

部に角柱に切 り石された凝灰質泥岩(長 さ20.Ocm、 幅8.Ocm、 高さ15,Ocm)を 両袖部前面に設置し、補強材として、さら

に両袖部には灰白色粘土を用いて構築されている。火床部は長さ55.Ocm、 幅72.Ocm、 深さ10.Ocmの 楕円形を呈し、底

面は被熱による赤化硬化している。カマ ド覆土は 3層 に分層しているが、燃焼部床面には 3層黒褐色土が堆積し、そ

の上部から煙道部にかけて 2層 にぶい黄褐色土が堆積する◇

住居掘形底面はわずかに起伏があるものの、全面的に深さ 3 cm前後にわたり掘削しており、ローム粒・ ロームブロ

ックを多量に含む暗褐色土による貼床を覆い構築されていた◇

遺物はいずれも土師器で、器種は郭、高台付婉、高台付皿、甕である。その他土製品である管状土錘が出土して

いる。住居南側壁際に万遍なく出土している。大半は床面上もしくは床面直上であり、土師器郭(4)の 墨書土器は東

壁際中央覆土中、管状土錘(12)も 隣接して出土している。

14
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第二章 検出された遺構と遺物

1～ 3は内黒の土師器・ ITh。 1は 日径の比較的大きなlTXで、体部は内彎気味に立ち上がる。ロクロ成形。 1・ 2の

底部は二次底部面を有し、二次底部面および底部は回転ヘラケズリである。 2は回転糸切 り。いずれも内面ヘラミガ

キの後黒色処理が施されている。 1の外面に墨書が施されている。判読は不可能である。 4は高台付婉の高台部のみ

の破片。底部は回転ヘラ切り。底面に「大福」と墨書が施されている。 5・ 6は高台付皿である。内面ヘラミガキの

後、黒色処理。 7～ 11は土師器・甕である。 11の底部を除き、 7～ 10は内湾気味の体部か ら口縁部は強く外反し、

日縁端部は摘み上げられている。11はやや上げ底気味の底部破片である。外面はヘラケズリ、内面ヘラナデ。底部

に木葉痕を残置 している。 12は管状土錘である。両端部の一部を欠損している。細長い紡錘状を呈 し、現存長さ

6.09cm、 最大径 1.02cm、 重量 5。70gを測る。径2.3mmの 断面円形を呈する棒を軸にして粘土帯を巻き付け、指頭に

よる成形であるが、手捏状のため滑らかではなく、明瞭な指紋が残置している。胎土に黒色粒子、石英、長石粒を含

み、色調は橙色(7.5YR6/6)で ある。

これら出土遺物は 9世紀後葉に比定される。

3)住居跡 S103(第 13～ 15図 )

調査区の中央、C-3・ 4区 に位置する。住居南東隅で住居跡 S104に よって切られている。立地する標高は54.21

～54.26mの ほぼ平坦部で、規模は検出された南北軸長3.32m、 東西軸長3.78mを 測 り、平面形は正方形を呈する。

カマ ドは北壁辺中央に設置されており、主軸方位はN-1° 一Wを示す。床面はほぽ平坦で、ローム粒・ ロームブロ

ックを混入した明黄褐色土を 3 cmの 厚さに敷きつめ、貼床にしていた。貼床は、住居の中央から南郡が顕著であった

が、ほぽ全面硬化面が確認できる。壁面は垂直気味に立ち上がり、壁高は29,0～ 35,Ocmを測る。壁溝は南辺中央のみ

検出され、規模は上面幅で18.0～ 28.Ocm、 深さ6.Ocmの 横断面U字状を呈し、柱穴はなく、無柱穴住居である。覆土

は 7層 に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。覆土上層の 1層 黒色土(10YR2/2)は 床面まで達している。

また 2層黒褐色土(10YR2/2)お よび 3層黒褐色土(10YR2/2)は ローム粒・ロームブロックを僅かに含む。下層4層 黒

褐色土(10YR3/1)は ローム粒子を多量に含み、 5層 黒褐色土(10YR3/2)は ローム粒 。ロームブロックを僅かに含み、

6層 黒褐色土(10YR2/2)は ローム粒子を僅かに含み、床面上に堆積している。

カマ ドは北壁辺中央に設置されてお り、遺存状況は比較的良好である。北壁面を55.Ocm三角形状に掘り込んで煙道

部としている。規模は焚日部から煙道部までの長さ112.Ocm、 検出された両袖間の最大幅98.Ocm、 袖部溝築材は灰白

色粘土で構築されている。火床部は長さ74.Ocm、 幅45.Oclll、 深さ21.Ocmの楕円形を呈し、摺鉢状に掘 り込み、底面は

被熱による赤化硬化している。カマ ド覆土は4層に分層しているが、燃焼部床面には 3層黒褐色土が堆積 し、その上

部から煙道部下層にかけて 4層浅黄色土が堆積する。住居掘形底面はわずかに起伏があるものの、全面的に深さ 3 cm

前後にわたり掘削しており、ローム粒 。ロームブロックを多量に含む暗褐色土による貼床を覆い構築されていた。

遺物は須恵器のみ図示した。器種は郭、蓋、甕と石製品である紡錘車が出土している。遺物は邦(1)が住居跡中央、

蓋(5)が カマ ド東脇の床面直上より、紡錘車(7)は南壁際の床面上から出土している。

1・ 2は杯で、ロクロ成形。底部は二次底部面を有し、二次底部面および底郡は回転ヘラケズリである。 1の底面

に十文字状のヘラ記号が施されている。 3～ 5は蓋である。いずれもロクロ成形で、 3のツマミは扁平なボタン状で

上面中央が僅かに突出し、日縁端部は外側に屈曲する。 4は無ツマミ蓋で天丼部が回転ヘラケズリで調整され、平坦

部でやや高く、外端部は内傾する。 6は甕の日縁部破片である。日縁部は強く外反し、日縁端部は摘み上げられてい

る。沈線区画内に櫛歯字波状文を施文する◇ 7はは粘板岩製の紡錘車で完存品である。上面径5.35cm、 下面径3.59cm、

孔径0,768cm、 高さ1,683cm、 重量65.Ogを 測る。上面および下面はほぼ平坦で、側面は断面がやや膨 らむカーブを描

き、側面には縦位の浅い沈線が 6本刻まれ、全体的に丁寧な仕上がりで、上・下面ともに使用痕がみられる◇

これら出土遺物は 8世紀中葉に比定される。

4)住居跡 S104 (第 13。 16～ 18図 )

調査区の中央、C-3・ 4、 D-3・ 4区に位置し、北西隅で住居跡 S103を切って構築している。立地する標高は

54.15～ 54.23mの ほぼ平坦部で、規模は南北軸長3.53m、 東西軸長3.41mを測り、平面形は南北にやゃ長い長方形を

呈する。カマ ドが北壁辺中央に設置されており、主軸方位はN-8° ―Wを示す◇床面はほぼ平坦で、ローム粒・ ロ
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第13図 住居跡 S103・ 04実測図

一
A′  B5450

灰色粘土粒を含む

多量の焼土粒、灰色粘土粒を含む

多量の焼土粒、少量の灰色粘土粒を含む

多量の灰色粘土粒を含む

♀       I       ttm
(1/60)

1黒褐色土(10YR2/2) 少量の日―ム粒、

2褐色土(7 5YR4/6)  少量のローム粒、

3黒褐色土(10YR2/2) 少最のローム粒、

4浅黄色土(25Y7/4) 少量のローム粒、

第14図 住居跡 S103カ マ ド実測図
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3

第15図 住居跡S103出 土遺物 0                       10cm
l            l            I

(1/3)

―ムブロックを混入した明黄褐色土を 2 cmの 厚さに敷きつめ、貼床にしていた。貼床は、カマ ド前面から住居の中央

部が顕著であつたが、ほぽ全面硬化面が確認できる。壁面は垂直気味に立ち上がり、壁高は29.0～ 35.Ocmを 測る。壁

溝はカマ ド設置部分および南辺、西辺南側、東辺南側を除き掘削されている。規模は上面幅で18,0～ 28.Ocm、 深さ

6.Ocmの 横断面U字状を呈する。柱穴は梯子穴を含め 4本検出されているが、主柱穴は南東隅を除く各隅に長方形を

呈したいわゆる隅柱穴 3本である。まず北西隅のPlは一辺99.0× 60.Ocm、 深さ53.Ocmの東西に長い長方形で、東側

に抜き取 り痕がみられる。北東隅のP2は一辺82.0× 62.Ocm、 深さ49.0側 の南北に長い長方形を呈する。南西隅のP

3は一辺70.0× 53.Ocm、 深さ46.Ocmの 東西に長い長方形である。梯子穴 P4は南壁中央に位置し、70,0× 40.Ocm、 深

さ49,Ocmの 南北に長い隅丸長方形を呈する。覆土は 6層に分層できるが、各層はローム粒子・ロームブロックを多量

に含む埋戻し土層である。覆土上層は 1層 黒褐色土(10YR3/1)で ローム粒子 。ロームブロックを多量に含む。中層

は 2層黒褐色土(10YR3/2)お よび 3層黒褐色土(10YR2/3)で ローム粒子・ ロームブロックを多量に含み、締 りにや

や欠け、粘性がある。床面上の下層 5層 黒褐色土(10YR3/2)は ローム粒を多量に含み、6層 黒褐色土(10YR2/3)は

ローム粒子を僅かに含む。

カマ ドは北壁のほぼ中央に設置され、遺存状況は良好である。北壁面を79,Ocm半 円形に掘り込んで煙道部としてい

る。規模は焚口部から煙道部までの長さ104.Ocm、 検出された両袖間の最大幅119.Ocm、 袖部溝築材は灰白色粘土を

用い、壁面掘り込み部に貼り付けて構築している。火床部は長75.Ocm、 幅61.Ocm、 深さ10.Ocmの楕円形の摺鉢状を呈

し、底面は被熱による赤化硬化している。カマ ド覆土は 5層 に分層しているが、燃焼部床面には 3層黒褐色上が堆積

し、その上部から煙道部下層にかけて 5層黒褐色土が堆積する。

住居掘形底面はわずかに起伏があるものの、全面的に深さ 2 cm前後にわたり掘削しており、ローム粒・ ロームブロ

ックを多量に含む暗褐色土による貼床を覆い構築されていた。

遺物はいずれも土師器で、器種として高台付邦、甕が出土している。高台付郵(2。 3)が住居跡中央部、甕(5)は カマ

ド前面の床面上より、また高台付杯(1)、 甕(4・ 8)はカマ ド内から出土している◇

1～ 3はロクロ成形で、内面ヘラミガキの後黒色処理が施されている。 1は外面体部に「少澤」と墨書され、 3の

底部にも墨書されているが、判読不明である。 4～ 8衰である。いずれも内湾気味の林部から口縁部は強く外反し、

口縁端部は摘み上げられている。
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第4節 竪穴住居跡

―――A′  B5450
一

B′

1黒褐色土(10YR3/1) 多量のローム粒、日―ムプロックを斑状に含む
2黒褐色土(10YRe/2) 多量のローム粒、日―ムブロックを斑状に含む
3黒褐色土(10YR2/3) 多量の日―ム粒、日―ムブロックを斑状に含む
4暗掲色土(10YR3/3) 多量の日―ム粒、日―ムブロックを斑状に含む
5黒褐色土(10YR3/2) 多量のローム粒を含む
6黒掲色土(10YR2/3) 少量の日―ム粒を含む

c5450
―

C′

第16図 住居跡S104実測図

05

:訂二lll:を1ニレ
タ

1黒褐會土(10YR3/2) 少量の日―ム粒、
2にぶい赤掲色土(5YR5/4)少量の回―ム粒、
3黒褐色土(10YR3/1) 多量の日―ム粒、
4黒褐色土(10YR3/1) 少量の日―ム粒、
5黒褐色土(10YR3/2) 多盈の日―ム粒、

0                2m
I       I       I

(1/60)

灰色袖土粒、微量の焼土粒を含む

灰色粘土粒、多量の焼土粒を含む

少量の灰色粘土粒、焼土粒を含む

少量の灰色粘土粒を含む
目―ムプロックを含む

第17図 住居跡S104カ マド実測図

これら出土遺物は 9世紀前葉に比定される。

5)住居跡 S105(第 19～ 21図 )

調査区の中央、D-3・ 4区に位置する。立地する標高は54.17～ 54.22mの ほぼ平坦部で、規模は南北軸長3.38m、

東西軸長3.45mを 測 り、平面形は正方形を呈する。カマ ドは新旧 2基検出されており、新期が北壁東寄りに設置され

ており、新期の主軸方位はN-1° 一Wを示す。また旧カマ ドは東壁辺南寄りに位置していたが、既に撤去され、掘

18
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＼

第18図 住居跡 S104出 土遺物 ♀     1    lPCm
(1/3)



第4節 竪穴住居跡

形のみ確認できる。床面はほぼ平坦で、ローム粒・ロームブロックを混入した明黄褐色土を 3 cmの厚さに敷きつめ、

貼床にしていた。貼床は、カマ ド前面から住居の中央部が顕著であったが、ほぼ全面硬化面が確認できる。壁面は垂

直気味に立ち上が り、壁高は18,0～ 29,Ocmを測る。壁溝は東壁辺および北カマ ド設置部分を除き、各辺で掘削されて

おり、上面幅で15.0～ 39,Ocm、 深さ1.0～ 10,Ocmの横断面U字状を呈する。柱穴はなく無柱穴住居である。覆土は 5

層に分層でき、 レンズ状堆積を示す 自然堆積である。。覆土上層は2層 の黒褐色土(10YR2/2)と 1層 黒褐色土

(10YR2/3)は 床面まで達し、 3層黒褐色土(10YR3/1)は ローム粒を僅かに含む。下層4層黒褐色土(10YR3/2)も ロー

ム粒を僅かに含む。

カマ ドは北壁辺の新期と東壁辺の旧カマ ドの 2基が検出されているが、すでに旧カマ ドは撤去され、掘形のみ確認

できる。まず北壁辺東寄 りの新期カマ ドは遺存状況が比較的良好である。北壁面を60.Ocm三角形状に掘り込んで煙道

部としている。規模は焚口部から煙道部までの長さ125,Ocm、 検出された両袖間の最大幅129.Ocm、 袖部溝築材は灰

白色粘土で構築され、高さ25.Oclll、 幅20.Ocmほ どが残存している。火床部は長さ89,Ocm、 幅96.Ocm、 深さ26.Ocmの不

整楕円形を呈し、柱穴状のピットを 2ヶ 所穿ってある。底面は浅い摺鉢状で被熱による赤化硬化している。カマ ド覆

土は 4層に分層しているが、燃焼部床面には 2層灰黄褐色土が堆積し、その上部に 1層褐灰色上が堆積し、煙道部下

層に4層明褐色土が堆積する。

また東壁辺に設置されていた旧カマ ドは掘形のみで、粘土等の構築材は検出できなかった。しかし、わずかに火床

部に相当する掘 り込みの底面には被熱による赤化硬化面が認められた。なお掘形の規模は北壁面を22.Ocm三角形状に

掘 り込み、煙道部としていたものであろう。また全体の掘形の規模は長さ65,Ocm、 幅25.Ocm、 深さ8.Ocnの楕円形を

呈し、ピット状の掘り込みがみられる。またこれら掘り込みは埋め戻されており、覆土はそれぞれ焼土粒子を含む貼

壁状に塞がれていた。また火床部に相当する床面は堅緻な貼床されていた。

住居掘形底面はわずかに起伏があるものの、全面的に深さ2～ 4 cm前後にわたり掘削しており、ローム粒・ローム

ブロックを多量に含む暗褐色土による貼床を覆い構築されていた。

遺物は土師器であり、器種として杯、高台付郭、甕と鉄製品である刀子が出土している。甕(5)は 旧カマ ド南脇の

床面直上から、不(1)、 刀子(7)が新カマ ド内から出土している。

1～ 3は内黒の土師器・郵。ロクロ成形で、 1・ 2の底部は二次底郡面を有し、二次底部面手持ちヘラケズリであ

る。また内面はヘラミガキの後に黒色処理を施している。 1・ 3の底部は回転糸切りである。 4は高台付イの高台部

破片。ロクロ成形。高台は削り出しである。 5・ 6は甕で、 5は内湾気味の体部から口縁部はくの字状に外反し、 6
の口縁部は緩く立ち上がる。 7は刃先と柄尻部を折損しており、刃先が先細 りとなり、また茎部も茎尻部が細くなる

刀子で、現存の長さ5.437cm、 刃幅0.85cm、 背の厚さ0.293cm、 茎部幅1.429cm、 背の厚さ0.5 1cm、 腹の厚さ0.384cm、

現存の重量7.82gを 測る。関は刃に付けられているが明瞭ではない。

これら出土遺物は 9世紀後葉に比定される。

6)住居跡S106(第 22～ 25図 )

調査区の中央、D-4・ 5区 に位置する。立地する標高は54.14～ 54.24mの ほぼ平坦部で、規模は南北軸長 5。84m、

東西軸長 5。56mを測 り、平面形は南北にやや長い長方形を呈する。カマ ドは北壁辺の東寄りに設置されており、主軸

方位はN-2° 一Wを示す。床面はほぼ平坦で、ローム粒・ロームブロックを混入した明黄褐色土を 5 cmの 厚さに敷

きつめ、貼床にしていた。貼床は、カマ ド前面から住居の中央部が顕著であったが、全面硬化面が確認できる。壁面

は垂直気味に立ち上がり、壁高は28.0～43.Ocmを 測る。壁溝は北東隅および南東隅の一部を除きほぼ全周する。規模

は上面幅で15.0～ 40.Ocm、 深さ6.0～ 10,Ocmの横断面U字状を呈する。柱穴は 8本検出され、主柱穴はPl～ P4の

住居内柱穴と北西隅を除く三隅部に設置された隅柱穴があり、さらに梯子穴として南壁際に穿ってある。主柱穴Pl

～P4は住居対角線上に設けられている。規模として北西側 Plは径71.0× 56.Ocm、 深さ72.Ocmの 南北に長い楕円形

で、抜き取り痕がみられる。北東側 P2は径64,0× 55.Ocm、 深さ88.Ocmの南北にやや長い楕円形。南東側 P3は径

76.0× 61.Ocm、 深さ77.Ocmの南北にやや長い精円形。南西側 P4は 133.0× 104.Ocm、 深さ36.Ocmの南北にやや長い方

形。南東隅のP6は一辺82.0× 55,Ocm、 深さ41.Ocmの 東西に長い長方形。南西隅のP7は一辺136.0× 101.Ocm、 深

さ52.Ocmの東西に長い長方形を呈する。梯子穴P8は南壁中央に位置し、75.0× 65.Ocm、 深さ15.Ocmの南北にやや長

20



第Ⅱ章 検出された遺構と遺物

1黒褐色上(10YR2/3) 少量の日―ム粒、日―ムブロックを含む
2黒褐色土(10YR2/2) 少量の回―ム粒を含む
a黒褐色土(10YR3/1) 少量の回―ム粒を含む

4黒褐色土(10YR3/2) 少量の回―ム粒を含む

6暗褐色土(10YR3/3) 多量のローム粒を含む

第19図 住居跡S105実測図 0                2m
i       l       l

(1/60

1掲灰色土(10YR4/1) 少量の同一ム粒、焼土粒を含む

2灰黄褐色土(10YR5/2)少 量のローム粒、焼土粒、灰、粘土粒を含む

3黒褐色上(10YR3/1) 少量の日―ム粒、焼土粒を含む

4明褐色上(7 5YR5/81 多量のローム粒を含む

Ｉ

Ｂ

(1/40)

第20図 住居跡S105カ マド実測図
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第4節 竪六住居跡

一　　　一

ヽ

第21図 住居跡 S105出 土遺物 0                        10cm
l            l           I

(1/3)

い隅丸長方形を呈し、底面には 2本のピットが穿ってある。北側ピットは径45× 28cm、 深さ21.Ocmの 楕円形。南側

ピットは 径40× 32cm、 深さ10.Ocmの 楕円形を呈する。この 2本のビットは新旧あるものと推定されるが、時期差に

ついては不明である。

覆土は 5層 に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。。覆土上層は 5層 黒褐色土(10YR2/3)で ローム粒を

僅かに含む。中層 1層黒色土(10YR2/1)は ローム粒を僅かに含む。下層で床面上には2層 黒褐色土(10YR2/3)が 堆積

し、ローム粒子を僅かに含む。

カマ ドは北壁辺に設置されており、遺存状況は比較的良好である。北壁面を43.Ocm三 角形状に掘 り込んで煙道部と

している。規模は焚田部から煙道部までの長さ120,Ocm、 検出された両袖間の最大幅131.Ocm、 袖部溝築材は灰白色

粘土で構築されている。火床部は長さ81,Ocm、 幅75.Ocm、 深さ18,Ocmの隅丸方形を呈し、摺鉢状に掘 り込み、底面は

被熱による赤化硬化している。カマ ド覆土は 5層 に分層しているが、燃焼部床面には 4層褐色土、その上層に 5層黒

褐色土が堆積し、その上部から煙道部下層にかけて 3層暗褐色土が堆積する。

住居掘形底面はわずかに起伏があるものの、全面的に深さ4 cm前後にわたり掘削しており、ローム粒・ロームブロ

ックを多量に含む暗褐色土による貼床を覆い構築されていた。

遺物は土師器と須恵器があり、土師器器種は小型鉢、甕。須恵器は郷、蓋である。その他土製品である管状土錘 4

点と鉄製品である刀子が 1点出土している。カマ ド出土の土師器甕(4)を 除き、壁際の床面上に散在し、管状土錘は

南側主柱穴および南東隅柱穴脇から、刀子は北西隅の床面直上である◇

1は土師器 。小型鉢である。巻き上げ成形で、内面整形がやや粗い。底部に木葉痕を残置している。 2～ 5は土師

器・甕である。 2は内湾気味の体部から口縁部は強く外反し、口縁端部は摘み上げられている。 3の 口縁部は緩く外

反する。 4・ 5は底部破片で、いずれも木棄痕を残置している。 6・ 7は須恵器・杯の底部破片である。ロクロ成形

で、 6の底部は二次底部面を有し、二次底部面および底部は回転ヘラケズリである◇ 8～ 10は須恵器・蓋である。

8はツマミ部破片。扁平のボタン状を呈し、中央上面が突出している。 9。 10は ツマミを欠損し、端部は短く内傾

している。 11～ 14は管状土錘で 4点出土している。11は端部の一部を欠損しているものの12と伴に完存品、 13・

14は一方を半分近く欠損している。いずれも細長い紡錘状を呈し、断面円形を呈する棒を軸にして粘土帯を巻き付

け、指頭による成形であるが、器面の磨耗が目立ち外面は滑らかである。なお11は長さ6.82cmを 測 り、本遺跡出土

の土錘のなかで最も長い細長形を呈する。胎土は11に海綿骨針、 12・ 13には金雲母が含有している。各土錘の計測

22

/



第Ⅱ章 検出された遺構と遺物

第22図 住居跡S106実測図 (1)

23



竪六住居跡

0                2m
I       I       I

(1/60)

1黒褐色土(10YR3/1) 少量の日―ム粒、多量の灰色粘土粒を含む
2褐色土(10YR4/4J   少量の日―ム粒、多量の灰色粘土粒、焼土粒を含む
a暗褐色土(10YR3/4J 少量のローム粒、多量の焼土粒を含む
4掲色土(10YR4/6)  多量の日―ム粒、少量の焼土粒を含む
S黒褐色土(10YR3/2) 多量の回―ム粒を含む

第23図 住居跡S106実測図 (2)

第24図 住居跡 S106カ マ ド実測図
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第25図 住居跡S106出土遺物 0              10cm
I       I       I

(1/3)

値については下記のとお りである。15は鉄製品・刀子である。銹化がかなり進んでおり形状が明瞭でない部位もみ

られるが、刃先と柄尻部をわずかに欠損するもののほぼ完存品に近い良品である。刃先が先細 りとなり、また茎部も

茎尻部が細くなる刀子で、現存の長さ18.35cm、 刃先幅0.902cm、 刃幅の最大幅となる刃尻幅2.294cm、 背の厚さは刃

先 0。 29cm、 刃尻0.41cmで ある。茎部も最大幅1.422cm、 背の厚さ最大 0。 94cm、 腹の厚さ最大0.275cm、 茎尻幅0.764cm

茎尻背の厚さ0.273cm、 同腹の厚さ0.273cm、 現存の重量36.88gを測る。関は背・刃それぞれ直角に付けられている。

時期は出土遺物から判断して 8世紀中葉に比定される。

◎

∩
―――ｌ
υ
‐

⑤

∩
‐―――
‐――Ｉ
Ｕ

◎

（―――Ｉ
Ｗ
‐
‐
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ば
　
　
　
　
　
　
　
Ｐｌ
∩
》

Ｋ

A5430

1黒褐色土(10YR3/2)
2黒色土(10YR2/1)
3黒褐色土(10YR2/3)

第26図 住居跡S107実測図

第28図 住居跡S107出土遺物

Tab.2 管状土錘計測値

挿図番号  長 さ(cm)

11         6.82

12        4.88

13        (3.41)

14       (3.36)

26

1 3

―
A′

多量の日―ム粒、日―ムプロックを斑状に含む

少量のローム粒、ロームブロックを含む

多量の日―ム粒、ロームプロックを斑状に含む

0              2m
l       I       I

(1/60)

1黒褐色土(10YR2/2) 少量のローム粒、灰色粘土粒を含む
2にぶい赤掲色土(5YR4/41少量の回―ム粒、灰色粘土粒、

多量の焼土粒を含む

(1/40)

住居跡 S107カ マ ド実測図第27図

◎
Ж
ＩＩＩＩ
Ｈ

0                        10cm
I           I            I

(1/3)

(S 106)

幅 (cm)

1.42

1.47

1,21

(1.19)

孔径 (41m)

1.84

1.38

4.03

3.65

重量(g)

12.86

7.50

3.96

3.56

色調

にぶい黄橙色10YR7/2

灰白色2.5Y8/2

灰白色2.5Y8/2

淡黄色5Y8/3

胎土

海綿骨針・石英 。長石

雲母・石英・長石

雲母・石英・長石

石英 。長石



第Ⅱ章 検出された遺構と遺物

7)住居跡 S107 (第 26～ 28図 )

調査区の西側、B-4・ 5区 に位置する。立地する標高は54.15～ 54.18mのほぼ平坦部で、規模は南北軸長2.51m、

東西軸長2.56mを測 り、平面形は正方形を呈する。カマ ドは北壁辺やや西寄 りに設置されてお り、主軸方位はN―

3° 一Eを示す。木面はほぼ平坦で、ローム粒 。ロームブロックを混入した明黄褐色土を 3 cmの厚さに敷きつめ、貼

床にしていた。貼床は、カマ ド前面から住居の中央部が顕著であったが、ほぽ全面硬化面が確認できる。壁面は垂直

気味に立ち上がり、壁高は27.Ocnを 測る。壁溝は検出できなかった。柱穴は南壁際中央に梯子穴 1本が穿つてある。

大きさは径18.0× 15.Ocmの 円形で、深さ19.Ocmを測る。覆土は 3層 に分層でき、覆土中の 2層が多量のローム粒子・

ロームブロックを含む埋戻し土層である。まず覆土上層 1層 黒褐色土(10YR3/2)は ローム粒子・ ロームブロックを

多量に含み、締 りにやや欠ける。 3層黒褐色土(10YR2/3)も 同様にローム粒子・ ロームブロックを多量に含む。なお

壁際の 2層黒色土(10YR2/1)は 自然堆積層である。

カマ ドは北壁辺やや西寄りに設置されており、遺存状況は比較的良好である。北壁面を41.Ocm半 円形に掘 り込んで

蛭道部としている。規模は焚口郡から煙道部までの長さ82,Ocm、 検出された両袖間の最大幅103.Ocmを 測る。袖郡溝

築材は灰白色粘土で構築されている。火床部は長さ60.Ocm、 幅60,Oclll、 深さ16.Ocmの不正形を呈し、摺鉢状に掘り込

み、底面は被熱による赤化硬化している。カマ ド覆土は 2層 に分層しているが、燃焼部床面には 2層 にぶい赤褐色土

が堆積し、その上部には 1層黒褐色土が堆積する。

住居掘形底面はわずかに起伏があるものの、全面的に深さ 3 clll前後にわたり掘削しており、ローム粒・ロームブロ

ックを多量に含む暗褐色土による貼床を覆い構築されている。

遺物は土師器・甕と土製品である管状土錘が 1点出土している。いずれもカマ ド内の出土である。

1・ 2は土師器・甕である。 1は内湾気味の体部から口縁部は強く外反し、日縁端部は摘み上げられている。 2は

底部破片で、底部に木葉痕が残置している。 3は管状土錘の欠損品である。上端部の一部と下端部の大半を欠損して

いる。細長い紡錘状を呈し、現存長さ2.33cm、 最大径 1.1 lcm、 重量2.Ogを 測る。径3.87mmの 断面円形を呈する棒

を軸にして粘土帯を巻き付け、指頭による成形であるが、器面の磨耗が日立ち外面は滑らかである。胎土に海綿骨針、

石英、長石粒を含み、色調はにぶい黄橙色(10Y R7/3)で ある。

出土遺物から判断して 8世紀後半から9世紀前葉に比定される。

8)住居跡S108(第 29～ 31図 )

調査区の北西側、A-3、 B-3区 に位置する。立地する標高は54.22～ 54.30mのほぼ平坦部で、規模は南北軸長

4.55m、 東西軸長4,37mを測 り、平面形は正方形を呈する。カマ ドは北壁中央に設置されてお り、主軸方位はN一

2° 一Wを示す。床面はほぼ平坦で、ローム粒・ロームブロックを混入した明黄褐色土を 3 cmの 厚さに敷きつめ、貼

床にしていた。貼床は、カマ ド前面から住居の中央部が顕著であったが、ほぼ全面硬化面が確認できる。壁面は垂直

気味に立ち上がり、壁高は57.0～ 70.Ocmを 測る。壁溝は検出できなかった。柱穴は主柱穴と梯子穴の 5本検出され、

主柱穴はPl～ P4の 4本である。北側主柱穴は北壁に接し、ちようどカマ ドを挟むように 2本穿ってある。まず北

西側のPlは径23.0× 21.Ocmの 円形で、深さ55.Ocm。 北東側のP2は径30.0× 26.Ocm、 深さ36.Ocmの 円形を呈する。

南側の 2本は壁から離れ一般的な位置に設置されており、南東側のP3は径36.0× 35,Ocmの 円形で深さ48.Ocm。 南西

側のP4は径3■0× 3■Ocmの 円形で、深さは52.Ocnで ある。また南壁際の梯子穴 P5は一辺55× 42cmの 南北に長い隅

丸長方形を呈し、深さ41.Ocmを 測る。

覆土は 5層 に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。覆土上層は 1層 黒褐色土(10YR3/1)で ローム粒・

ロームブロック・焼土粒を僅かに含む。中層 2層黒色土(10YR2/1)は ローム粒・ロームブロック・焼土粒を僅かに含

む。下層で床面上には 3層 黒褐色土(10YR2/2)が 堆積し、ローム粒子・ロームブロック・焼土粒を僅かに含む。

カマ ドは北壁辺に設置されており、遺存状況は比較的良好である。北壁面を55,Ocm三角形状に掘 り込んで煙道部と

している。規模は焚口部から煙道郡までの長さ178.Ocm、 検出された両袖間の最大幅77.Ocmを 測 り、袖部溝築材は灰

白色粘土で構築されている。火床部は長さ130,Ocm、 幅75.Ocm、 深さ15.Ocmの楕円形を呈し、摺鉢状に掘 り込み、底

面は被熱による赤化硬化している。カマ ド覆土は 4層に分層しているが、燃焼部床面には 4層褐色土、その上層に3

層褐色土が堆積し、その上部から煙道部下層にかけて 2層黒褐色土が堆積する。
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1黒褐色土(10YR3/1)
2黒色土(10YR2/1)
3黒色土(10YR2/2)

A54.30

少量のローム粒、

少量のローム粒、

少量のローム粒、

B5450

1

痢

一
A′

4責掲色土(10YR5/6) 多量の日―ム粒、日―ムブロックを含む
6黒褐色土(10YR2/3) 少量の日―ム粒を含む

0              2m
I       I       I

(1/60)

微量の日―ムフロック、焼土粒を含む

微量の日―ムプロック、焼土粒を含む

微量の日―ムプロック、焼土粒を含む

第29図 住居跡 S108実測図

28
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第Ⅱ章 検出された遺構と遺物

1にぶい黄色土(25Y6/4)少 量の日―ム粒、多量の灰色粘主粒を含む

2黒褐色土(10YR3/2) 少量のローム粒、多量の灰色粘土粒を含む

&褐色土(10YR4/4)  少量の日―ム粒、多量の焼土粒を含む

4褐色土(10YR4/6)  少量の日―ム粒、多量の焼土粒を含む

5暗褐色土(10YR3/3) 少量の日―ム粒を含む

窮30図 住居跡S108カ マド実測図

住居掘形底面はわずかに起伏があるものの、全面的に深さ4 cm前後にわたり掘削しており、ローム粒 。ロームブロ

ックを多量に含む暗褐色土による貼床を覆い構築されていた。

遺物は土師器・郭、高台付杯、甕。須恵器 。杯、盤、甕と土製品である管状土錘が 9点、鉄製品である刀子 2点、

釘 1点。石製品である砥石 1点が出上している。遺物は住居内に万遍なく出上している。須恵器盤(14)は カマ ド西脇

の床面上から、管状土錘は住居跡西側に散在的に、刀子(26)は住居北西側と刀子(27)は 南壁際に、砥石も刀子(27)に

隣接していた。また土師器lTh(1)、 甕(6)は カマ ド内から出土している。

1～ 3は内黒の上師器邦である。 1の底部は二次底部面を有し、二次底部面は回転ヘラケズリで、底部は静止糸切

りの後、周縁を手持ちヘラケズリで調整する。 3の底部は二次底部面を有し、二次底部面および底部はヘラミガキで

あり、底部に「キ」字状のヘラ記号をもつ。 4・ 5は内黒の土師器・高台付 ITh。 ロクロ成形で、高台はハの字状に開

き、体部は外傾して立ち上がる。 6～ 10は土師器・甕である。 6～ 8は内湾気味の体部から回縁部は強 く外反し、

日縁端部は摘み上げ られている。 9・ 10は底部破片で、9は底部に木葉痕が残置している。 11～ 13は須恵器 。杯。

ロクロ成形。底部は回転ヘラ切り。 7は外面体部基部が回転ヘラケズリ。底部回転ヘラ切りの後一部手持ちヘラケズ

リ、ヘラナデ。14は盤である。高台はハの字状に開き、体部は大きく開き、口縁部は外傾して立て上がる。底部に

「十」字状のヘラ記号。 15・ 16は須恵器 。甕の胴部破片。15は櫛歯状工具による刺突文が左に傾いて施されている。

また16は平行タタキにより器面調整を施している。17～ 25は管状土錘で 9点出土している。17～ 19は完存品、20

～23は一方を欠損している。いずれも細長い紡錘状を呈し、断面円形を呈する棒を軸にして粘土帯を巻き付け、指

頭による成形であるが、器面の磨耗が日立ち外面は比較的滑らかである。なお17・ 21・ 24・ 25に は指頭痕がみら、

17・ 18は端部に面取 りされている。大きさについてはバラつきがあり、19は本遺跡出土では最も小形である。また

胎土は海綿骨針を含有しているものが多く、 17・ 19。 20・ 22～ 24で確認されている。また計測値については下記の

とおりである。26。 27は鉄製の刀子である。26は銹化がかなり進んでおり形状が明瞭でない部位もみられるが、柄

尻部をわずかに欠損するもののほぼ完存品に近い。刃先が先細 りとなり、また茎部も茎尻部が細くなる刀子で、現存

の長さ15.3 1cm、 刃先幅1.172cm、 刃幅が最大となる刃尻幅 1.60cm、 背の厚さは0.397cmである。茎部も最大幅1,169

o                         2m
I          I          I

(1/40)
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第Ⅱ章 検出された遺構と遺物

B5450 sK06

第32図 柵列 S A01実測図

(1/60)

cm、 背の厚さ0.369cm、 腹の厚さ0.232cm、 重量23.88gを 測る。関は背・刃それぞれ直角に付けられている。27は刃

先と柄尻部を折損しており、刃先が先細 りとなり、また茎部も茎尻部が細くなる刀子で、現存の長さ7.55cm、 刃先幅

1.08cm、 背の厚さ0.37cmで ある。茎部も最大幅0.897cm、 背の厚さ0。404cm、 腹の厚さ0.303cm、 現存の重量7.98gを

測る。関は背・刃それぞれ直角に付けられている。28は鉄製の釘で途中折損している。現存長4.496cm、 軸部の断面

は方形を呈し、最大0.57× 0。 52cm、 重量4.66gである。頭部は扁平に延ばしているが、それほど叩かれた形跡がない。

29は砂岩製の砥石である。大きく欠損しており、長方体の自然石を利用している。現存長3.74cm、 幅4.295cm、 厚さ

4.112cm、 重量80.lgを測る。平面形は表面が平坦で長方形を呈し、断面形は隅丸方形である。表面と両側面の3面

に研磨面がみられ、いずれの砥面も丁寧に研磨されている。

時期は出土遺物から判断して8世紀後葉に比定される。

Ｎ
住

働
ｑ
判
Ч
＜

Tab.3 管状土鍾計測値 (S108)

挿図番号  長 さ(cm) 幅(cm) 孔径(mln)

第31図 17   4.02   1。 44   3.12

18    4.68     1.29     2.94

19    4.34     1.94     2.79

重量(g)

9,02

6.64

3,32

色調

淡黄色2.5Y8/3

淡黄色2.5Y3/3

浅黄橙色10YR8/3

胎土

海綿骨針・石英 。長石

黒色粒子・石英・長石

海綿骨針・石英 。長石
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20

21

22

23

24

25

(6.54)

(5.61)

(4.54)

(3.57)

(3.01)

(2.86)

1.12

1.31

1.24

1.22

1.13

1.21

4.94

4.53

4.01

5.51

4.13

3.74

6.52

6.02

5,140

3.36

2.76

2.96

浅黄橙色10YR8/4

淡黄色2.5Y3/3

淡黄色2.5Y8/3

褐灰色7.5Y6/1

灰白色2.5Y8/2

灰白色10YR8/2

長径 X短径  深さ

P3  55,0〉 く43.0   21,8

海綿骨針 。石英・長石

黒色粒子・石英・長石

海綿骨針・石英・長石

海綿骨針 。石英 。長石

海綿骨針・石英 。長石

石英 。長石

第 5節 柵列 S A01(第32図 )

調査区の北東側D-3区 に位置し、立地する標高は54.20mを測る。南北方向に延びた柱穴列で、間尺の合った明

瞭な配列構造をもつことから当初掘立柱建物跡として調査を進めたが、西側および北側の柱列が明確ではないため柵

列とした。なお、南西側に位置する土坑 S K06内 に柱穴が検出され、当遺構と関連があるものと理解し、 P5と し

て直角に曲がる柵列を想定した。また確認された柱穴は住居跡群との主軸方位と一致し、 N-13° 二WEを 指す。

柱通りは整然とし、柱間が1.8-1.7-1.5mで あり、規模は5.35mを測る。また柱の形状は円形もしくは楕円形を呈し、

抜き取 り痕がみられるPl・ 5が深く、他は20cm代と浅い。遺物の出土はみられないが、位置および周囲の住居跡

から判断して 8世紀後半から9世紀代と推定される。

Tab.4 柱穴計測値

長径 X短径

P1 75,0× 50.0

P4 48.OX4■ 0

(単位cm)

深さ 長径 ×短径  深さ

42.O  P2  63.0× 45,0  28.3

22.5  P5  70.OX 47.0  46.5

第 6節 土坑 (第 33～35図 )

1)土坑 S K01(第 33図 )

調査区の西側B-4区 に位置し、立地する標高は54.11～ 54.20mを 測る。南西側で住居跡 S101に接している。平

面形は確認面で長径 1。20m、 短径1.06mを測り、東西にやや長い精円形を呈する。また検出面からの深度は最大 15.0

cmを 測り、壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は西側が深いがほぽ平坦で、全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡

は認められない。覆土は黒褐色上の単一層で少量のローム粒 。ロームブロックを含み、締 りがなく、粘性に欠ける。

自然堆積層である。遺物は出土しなかった。時期は不明であるが、覆土の締 りの状況から判断して古代と推定する。

2)土坑 S K02(第 6・ 33図 )

調査区の西側C-4区 に位置し、立地する標高は54.16～ 54,18mを 測る。平面形は確認面で長径0.86m、 短径

0.80mを測 り、円形を呈する。また検出面からの深度は最大14.Ocmを測 り、壁面は外傾して立ち上がる。底面はほぽ

平坦で、全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色上の単一層で少量のローム粒・ロー

ムブロックを含み、締 りがなく、粘性に矢ける。自然堆積層である。

遺物として覆土中から縄文土器の深鉢月同部破片(第 6図 1)が 1点出土しているが、覆土の締 りの状況から判断して、

縄文時代ではなく、古代と推定する。              、

3)土坑 S K03(第 33。 35図 )

調査区の北側C-1区に位置し、立地する標高は54,18～ 54.22mを測る。平面形は確認面で長径1.25m、 短径

0.75mを測 り、東西に長い楕円形を呈する。また検出面からの深度は最大17.5cmを測 り、壁面は外傾して立ち上がる。

底面は中央部がわずかに高く、起伏があり、全体的に軟弱で、踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土

の単一層で少量のローム粒・ロームブロックを含み、締 りがなく、粘性に欠ける。自然堆積層である。

遺物として須恵器・甑の日縁部破片が覆土中より出土している。第35図 1体部の把手は欠落している。口径21.0

cmを狽1る。
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第6節 土坑

出上した須恵器が10世紀代に比定されており、土坑廃棄の段階も同じと推定する。

4)土坑 S K04(第 33・ 35図 )

調査区の北側C-3区に位置し、立地する標高は54。 22～ 54.24mを測る。平面形は確認面で長径0.85m、 短径

0。75mを測 り、円形を呈する。また検出面からの深度は最大15.Ocmを測 り、壁面は外傾して立ち上がる。底面はほぼ

平坦で、全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色上の単一層で少量のローム粒 。ロー

ムブロックを含み、締 りがなく、粘性に欠ける。自然堆積層である。

遺物として土師器・婉の破片が覆土中より出土している。第35図 2はロクロ成形で、日径は14.Ocmを 測 り、内黒

土器である。時期は19世紀代に比定でき、■坑廃棄の段階も同じと推定する。

5)土坑 S K05(第 33図 )

調査区の北側B-3区に位置し、立地する標高は54.24～ 54.25mを測る。平面形は確認面で長径0,73m、 短径

0.68mを測 り、円形を呈する。また検出面からの深度は最大19.Ocmを測 り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦

で、全体的に軟弱であり、踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の単一層で少量のローム粒 。ローム

ブロックを含み、締 りがなく、粘性に欠ける。自然堆積層である。遺物は出土しなかった。時期は不明であるが、覆

土の締りの状況から判断して古代と推定する。

6)土坑 S Ko6(第 33・ 35図 )

調査区の北側、D-3区に位置し、立地する標高は54.27～ 54.29mを 測る。平面形は確認面で長径 1.28m、 短径

0.80mを測 り、東西に長い精円形を呈する。また検出面からの深度は最大28.Ocmを測 り、底面は平坦で、全体的に軟

弱であり、踏み固められた痕跡は認められない。また底面東側には径52× 52cm、 深さ18,Ocmの 円形ピットが穿って

ある。壁面は外傾して立ち上がる。覆土は黒褐色上の単一層で少量のローム粒 。ロームブロックを含み、締りがなく、

粘性に欠ける。自然堆積層である。

遺物として土師器・甕および須恵器 。蓋、甕の破片が覆土中より出土している。第35図 3は土師器・甕の日縁部

破片である。体部は内彎気味に立ち上がり、口縁部はくの字状に外反する。同図4は須恵器蓋のツマミ部は破片。ボ

タン状のツマミが貼付けられている。天丼部は回転ヘラケズリである。同図 5は須恵器甕の回縁部破片。櫛歯波状文

が施されている。時期は出土遺物から8世紀前葉に比定され、土坑廃棄も同じと推定される。

7)土坑 S K07(第 34・ 35図 )

調査区の北側。B-3区 に位置し、立地する標高は54.23～ 54.25mを 測る。平面形は確認面で長径 1,17m、 短径

0.60mを測 り、東西に長い長方形を呈する。また検出面からの深度は最大34.Ocmを測 り、壁面は外傾して立ち上がる。

底面は中央部が低く、わずかに起伏があり、全体的に軟弱で、踏み固められた痕跡は認められない。覆土は 4層に分

層可能である。上層の 1層黒色土はローム粒子、灰白色粘土粒を含み、締 りがなく、粘性に欠ける。下層の 3層褐色

土および 4層灰白色土もローム粒子、灰白色粘土を含み、締 りがなく、粘性に欠ける。自然堆積層である。遺物とし

て管状土錘が 2点出土している。第35図 6・ 7はいずれも完存品である。細長い紡錘状を呈し、断面円形を呈する

棒を軸にして粘土帯を巻き付け、指頭による成形であるが、磨耗により表面は滑らかである。計測値については下記

のとおりである。

時期は明瞭ではないが、各住居跡から出土している管状土錘とほぼ同じであることから8世紀後半から9世紀前半

と推定される。

Tab.5 管状土錘計測値 (S K07)

挿図番号 長さ(cm)幅(cm)孔径(mm)重量(g)    色調

35-6    3.82   1.01   1。 96   3.52  浅黄橙色10YR3/3

35--7     3.92    1.01    1.89    2.96      橙色2.5Y7/6
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第7節 溝状遺構
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第36図 溝 S D01実測図 0         2m
I    I    I

(1/100)

8)土坑 S K08(第 34図 )

調査区の南側、B-7区 に位置し、立地する標高は54.05～ 54.06mを 測る。平面形は確認面で長径 1.53m、 短径

0.46mを測 り、南北に長い楕円形を呈する。また検出面からの深度は最大44.Ocmを 測 り、壁面は外傾して立ち上がる。

底面はほぼ平坦で、北側で 2本のピットが穿ってある。北側は径27× 20cm、 深さ19.Ocmの精円形。南側は径28× 22

cm、 深さ11.Ocmを測る。全体的に軟弱で、踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の単一層で少量のロ

ーム粒・ロームブロックを含み、締りがなく、粘性に欠ける。自然堆積層である。遺物は出土しなかった。時期は不

明であるが、覆土の締 りの状況から判断して古代と推定する。

2)土坑 S K09(第 6・ 34図 )

調査区の南側、D-7区 に位置し、立地する標高は54.10～ 54.12mを測る。平面形は確認面で長径0.92m、 短径

0.83mを 測 り、円形を呈する。また検出面からの深度は最大17.Ocmを測 り、壁面は外傾して立ち上がる。底面はほぼ

平坦で、全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は褐色土の単一層で少量のローム粒・ローム

ブロックを含み、締 りがなく、粘性に欠ける。人為的な埋め戻し土である。遺物として覆土中から縄文土器の深鉢胴

部破片(第 6図 2)が 1点出土しているが、覆土の締りの状況から判断して、縄文時代ではなく、古代と推定する。

3)土坑 S K10(第 6・ 34図 )

調査区の南側、D-6区 に位置し、立地する標高は54.14mを 測る。平面形は確認面で長径0.65m、 短径0.57mを 測

り、円形を呈する。また検出面からの深度は最大24.Ocmを測 り、壁面は外傾して立ち上がる。底面はほぼ平坦で、全

体的に軟弱であり、踏み固められた痕跡は認められない。覆土は 2層 に分層可能である。下層の 2層暗褐色土は多量

のローム粒子を含み、締 りがなく、粘性に欠ける。上層の 1層黒褐色土は少量のローム粒子を含み、締 りがなく、粘

性に欠ける。自然堆積層である。

遺物として覆土中から縄文土器の深鉢胴部破片(第 6図 3)が 1点出土しているが、覆土の締 りの状況から判断して、

縄文時代ではなく、古代と推定する。

第 7節 溝状遺構

1)溝状遺構 S D01(第 36図 )

調査区の南西側B-6、 C-6区に位置し、ほぼ直線的に南北に走る浅い溝である。検出された長さ11.50m、 幅

60,0～ 70 0cm、 深さ11.Ocmを 測る。壁面は外傾して立ち上がり、横断面形は箱形を呈する。底面はほぽ平坦で、北側

が高く、南側が低くその比高差は10.Ocmである。遺構の年代については、出土遺物もなく、不明な点が多いが、覆土

36
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の状態から古代で扱うべきと判断した。

第 8節 柱穴状遺構 (ビ ッ ト)(第37図 )

本調査区北側を中心にいわゆるピットと呼称される柱穴状遺構 (以下ピットと呼ぶ)が検出された。調査されたピ

ットの総数は13基で、形状からみるといずれも円形もしくは精円形を呈している。また規模についてみると全体的

にかなり纏まりがみられ径45cmを最大径、径20cmを 最小径とし、また深さについても最大深度44.5cm、 最小深度

19,5cmで ある。これらの平均値は径35。2cm、 深さ29,9cmと なり、その± 5 cm幅に収まるピットが全体の60%を 占め、

結果的に径30～ 40cm、 深さ25～ 35cmの 円形ピットが最も多いということになる。なお、これらはいずれも間尺に合

うものはなく、しかも覆土中より遺物の出土はなかったため、その性格については明瞭ではない。少なくとも埋土は

黒色土で覆われていたこと、円形もしくは楕円形でほぽ垂直気味に落ち込んでいたことから単独もしくは複数が組み

合わさつて何らかの機能をもった構造物の存在が想定される。小屋や物置などの粗雑で貧弱な柱構造の建物あるいは

棚状構造物、物干し杭などの柱あるいは杭跡等が考えられるがいずれもこれといった決定的な痕跡を検証することが

できなかった。そこで、今回検出されたすべてのピットを計測し、一覧表に掲げた。

Tab.6 柱穴計測値 (単位cm)

長径 X短径  深さ    長径 ×短径  深 さ    長径 X短径  深さ

P1  45,0× 27.0   28.5   P2 40,0× 34.0   19.5   P3  38.0× 34.0   20.0

P4  47.0× 38.0   23.O   P5  36.0× 30.0   31,O   P6  37.0× 34.0   27.0

P7  22,0× 20.0   39,5   P8 32.0× 24.0   22.O   P9  25.0× 20.0   44.5

P10 31.0× 24,0   26.O   Pl1 37.0× 30.0   38,5   P12 31.0× 22.0   26.5

P1337.0× 32.0  42.5 (/1ヽ)‖不日や専)
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今回実施した上ノ宿遺跡は、久慈川の右岸、玉川に挟まれた舌状台地上に立地しており、平成15年 7月 に発掘調査

した上宿上坪遺跡(小ナ
「
|・ 大渕他2004)の 北側に位置し、さらに平成20年度には本調査区に西側に展開する広大な平

坦部が調査対象地となるなど、ここにきて 8世紀から11世紀における古代の拠点的な大集落跡が明らかになりつつ

ある注目の遺跡である。その意味では今回はその前触れというべき性格を有している調査といっても過言ではない。

ここは常陸大宮市下町40151番地にあたる1,980笛 が対象なっているが、先に調査した上宿上坪遺跡はここから南

へ300m先 の地点である。 8世紀前半から9世紀後半における住居跡 5軒が明らかにされており、当遺跡との関連は

明白である。一応市が行った文化財分布調査ではこの二遺跡は明確な離間をもって線引きされている。しかし、その

境の根拠が明確にできないほど台地平坦面が拡がっているのである。しかも、道路を境に西側に隣接している広大な

区域は遺跡の範囲から外されている。こうした二遺跡を包括して、さらに隣接する平坦部は同一遺跡としたほうが全

林的な古代集落構成の展開を考えた場合理解し易いであろう。今後遺跡名を含めた遺跡範囲・規模そしてその在り方

について検討の余地を残すこととなった。

さて今回の調査で、奈良 。平安時代における竪穴住居跡 8軒、柵列 1条、土坑10基、溝 1条。柱穴状遺構13基が

検出された。

検出された8軒の住居跡より出土している土器の年代により判断すると8世紀中葉から9世紀後葉にかけてのもの

で、北側半分が未調査区域に延びて全体像が把握できないS101を 除き、他 7軒の全貌が明らかになっている。ま

た、S103と S104がわずかであるが、重複している以外に切り合い関係はみられない。ここでまず改めて検出さ

れた 8軒の住居跡をならべてみると、時期差がみられながらカマドの位置を主軸方位とすると真北から西方向に15

度以内という、いずれも小幅な範囲内に収まるという共通性を持ちながら、平面形およびその規模、あるいは柱穴の

有無および配置、さらに梯子穴、壁溝等の付帯施設に至るまでそれぞれ各個バラエティーに富み、個性豊な形態を呈

していることがわかる。簡単に概観のため下記のとおリー覧表を掲げた。

住居跡番号  平面形

S101   正方形

S102   正方形

S103   正方形

S104   正方形

S105   正方形

S106   正方形

S107   正方形

S108   正方形

規模(南北 ×東西m)

4.18× 一

3.65× 3.53

3;32× 3.78

3.53× 341

3.38× 3.45

5,84× 5.56

2.51× 2.56

4.55× 4.37

主軸方位

N-14° ―W

N-13° 一W

N-01° 一W

N-08° 一W

N-01-W

N-02° 一W

N-03° 一W

N-02° 一W

カマ ド位置    柱穴数    時期

北壁      梯 1    9c前

北壁      梯 1    9c後
耳ヒ壁       0     8c中
北壁     隅3・ 梯1   9c前

北(新)・ 東(旧)   0     9c後
北壁    主 4・ 隅住 3  8c中
北壁      梯 1    9c前
北壁    主 4・ 梯 1   8c終

従来から検討されてきた住居跡の属性として、出土遺物だけではなく、住居形態・構造・規模・主軸方位・カマ ド

構造など多くの属性の類似性が認められれば、同時存在の可能性は高まるはずといわれて久しい(土井 。渋江1987等 )。

しかし、土器編年が精緻にわたる今 日、しかも検出例の多さから居住形態のみかけの類似性だけの状況証拠だけでは

解決できない問題も多出していることもまた確かであろう。今回検出された 8軒の住居跡をみると、まず柱穴につい

てであるが、一般に主柱穴の数は竪穴の規模に比例するといわれており、今回一辺 5mを超える規模をもつ中型住居

S106が 4本の主柱穴と二隅に隅柱穴が 3本穿ってある。この竪六内柱穴と隅柱穴の設置には構築時における時期

差があるものと考え、隅柱穴が新期と推定した。これは堅穴内柱穴に抜き取り跡が確認されたことによる。なお隅柱

穴のうち北西隅に掘 り込みが確認できなかったが、これは掘形をもたない柱の設置が想定される。この隅柱穴の存在

は 9世紀前半のS104で設置されており、一辺 3m台の小型住居でも無柱穴住居と同じような竪穴内の有効活用可

能な柱位置であつたことを表している。また同じ4本柱構造でも8世紀終末のS108ではカマ ド側の北壁際に配置

38



第Ⅲ章 まとめ

されている。南側の 2本と梯子穴の位置は一般的な配列であるが、カマ ド側の上屋構造になんらかの工夫が施されて

いたのであろう。また 5軒は無柱穴住居であるが、うち S101・ 02・ 07は南壁際に梯子穴をもつ。これに対して S

103と 05は完全な無柱穴住居であった。いずれも 9世紀代であり、この時期堅穴の小型化と同時に無柱穴住居の例

が増加することはよく知られており、大きな問題ではない。

しかし、その中で S105は一辺 3mの小型住居でありながらカマ ドの移動が行われている。カマ ド移築について

は既に触れたことがある(小ナ|12007)。 このS105は正方形を呈する小型住居で、住居本体の建替えは確認できなか

ったが、カマ ドが新旧 2ヶ所あることが判明した。カマ ドはまず東壁に設置されていたものが北壁へ造 り替えられて

いる。カマ ド方位は旧がN-88° 一Eで、新がN-01° 一Wを指し、北へ91° 、ちょうど直角に移動している。す

なわち東カマ ドから北カマ ドヘの移設となる。なお、旧カマ ドの部材は完全に撤去され、煙道部にあたる壁部の掘 り

込みも貼壁として塞がれており、さらに火床部に相当する床面は堅緻な貼床されていた。

こうしたカマ ドの造 り替えは、家を支える主柱の建替えあるいは住居の拡張などと異な り、新たなカマ ド造 り作業

は比較的容易なものであったと推定される。問題はその必要性である。一辺3.4mの 小型住居跡内で直角に振ってい

るだけで、少なくとも旧カマ ドに残された煙道部の掘形をみる限り使用できなくなったという形跡をみることができ

ない。すなわち、壁面には火熱による硬化面がそのまま残存しており、人為的あるいは自然的要因にしろ崩落した痕

跡を確認できないからである。カマ ドは廃棄の際「壊される(堤 1995)」 とされている。この廃棄とは、使用不可能に

なった段階が想定されるが、既述したように旧カマ ドの煙道部の掘形はそれを示していない。まだ十分に使用可能な

のである。直接要因として、住居の改築に伴うこと、すなわち拡張や柱の建替えによる改築であるが、ここでは明確

には確認できなかうた。そこで考えられることはいわゆる「カマ ド祭祀」に伴う造 り替えではないか思われる。それ

はカマ ド本体の使用に係わる廃棄ではなく、そこに住むあるいは係わる居住民の入れ替え等によって、旧カマ ドを封

鎖する必要性か ら廃棄 したものと推定されるからである。すでに奈良・平安時代におけるカマ ド祭祀については、

「寵神」といった墨書土器などによリカマ ド神の存在は明確である3既存のカマ ドを封じ込める=カマ ド破壊から新

たなカマ ド設置は、 S105に みたように、角度 (=方角・方位)を替えることによってその役割が完了できたもの

である。本来東に設置していたものを上ノ宿集落全体に合わせるように北方向に移動させている。時間的には短期間

の移築であったであろう。こうしたカマ ドの解体→構築にあたっては確実に「寵神」信仰の存在は否定できない。し

かも崩落等によるカマ ド使用不可能=廃棄=解林ではなく、使用可能なカマ ドの解体=封鎖であることは明確である。

これはどのような小規模な竪穴であっても必ずカマ ドを設置することにも通じる。カマ ドの普及は、同時に「竃神」

信仰が隅々にわたり浸透していること意味し、東国における掘立柱建物への移行をひたす ら拒んだ理由がここにあっ

たかも知れない。

最後にいわゆる文字資料として墨書土器が 5点出土している。そのなかで判読できるものが 2点ある。 S102よ

り出土した土師器の底部に墨書されたもので、「大福」と判読できる。またS104の土師器高台付邦の外面体部に右

横位に墨書された 「少澤」である。これら墨書土器を含め文字資料については(財)茨城県教育財団が詳細な調査を実

施しており、大きな成果をあげているが、この「大福」および 「少澤」についての類例を確認することができなかっ

た。その集成のなかで 「大」もしくは 「福」の単独文字あるいは 「大□」「福□」といったものはいくつかみられ、

「大」や 「福」の文字は一般的な使用文字であるであることが解かる。なお、他県であるが千葉県大網白里町宮台遺

跡出土の土師器邦に「大福寺ヵ」と読める墨書の報告がある。短絡的に本遺跡が寺に関わるとは考えられないが、少

なくとも拠点的な集落跡であることは確信できる。因みに「大福」墨書が 9世紀中棄、「少澤」墨書が 9世紀前葉に

比定されており、墨書土器の盛行期に掛かる段階の資料である。

(小川和博)
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小川 和博2007 「河原子古墳群第2次発掘調査報告書」日立市文化財調査報告第75集

川井正一他2000 「茨城県域における文字資料集成 1」 研究ノー ト9号(財)茨城県教育財団

川井正一他2001 「茨城県域における文字資料集成2」 研究ノー ト10号(財)茨城県教育財団

川井正一他2002 「茨城県域における文字資料集成3」 研究ノー ト11号 (財)茨城県教育財団



第Ⅲ章 まとめ

川井正一他2003 「茨城県域における文字資料集成4」 研究ノー ト12号(財)茨城県教育財団

川井正一他2004 「茨城県域における文字資料集成5」 年報23(財 )茨城県教育財団

川井正一他2005 「茨城県域における文字資料集成6」 年報24(財 )茨城県教育財団

川井正一他2006 「茨城県域における文字資料集成 7」 年報25(財 )茨城県教育財団

川井正一他2007 「茨城県域における文字資料集成8」 年報26(財 )茨城県教育財団

千 葉 県1996 「千葉県の歴史 資料編 古代」(財)千葉県史料研究財団
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Tab.7 上ノ宿遺跡出土土器一覧表

遺 橋 図版番号 器 種 器形および調蟹の特徴

S01 第9図 1

郵

倫

高

客

Ｈ

器

虐

０

４

ロクロ威形。外国体部 所 口軟ヘフケス リ。

内面 ヘラミガキの後黒色処理。底都 回転ヘ

ラケ ア 1,

れ央・長れ租を営む 艮 斯

(10YR6/4)

底部のみ 墨書土器

第9図 2

高台付不

偉
高

毎

日
器

虐
(29)

&6

曰クロ成形。高台貼付。底部回転ヘラ切 り。

内面ヘラミガキの後、黒色処理。

スコリア・黒色粧子・

石英・長石粒を含む

良好 湧東種 日

(7 5YR3/41

高台のみ残存 内黒

第9凶3

高台付郭

径

高

径

口

器

底
(32)

80

ロクロ成形。高台貼付。内面ヘラミガキの後

黒色処理。

海綿骨針・石奥。長石

粒を含む

艮好 にぶい貢橙色

(10YR7/3)

口称郡久槻

体部 1/4残 存

内黒

第9図4 ヨニH巾 君侵

蓋

日径

器高

底径

190

(20)

ロクロ成形。天丼部回転ヘラケズリ。内面ヘ

ラミガキの後黒色処理。

潟 締 宙 難・4H央・長 れ

粒を含む

艮好 ス 伯 E

(76YR4/2)

体部 1/4残 内黒

第9図 5 コ臣HHl議

鉢

径

高

径

日

器

底

馴
∽
・

外画日縁部ヨヨナテ、体部ヘラケス リ。内向

日縁部ヨコナデ。

チヤー ト・涌編骨針・

石英・長石粒を含む

艮好 に示い赤褐色

(5YR5/41

体部上キ司
`娠

第9図 6

甕

径

高

径

口

器

眸

0

148)

外面口縁部ヨヨナテ、体部ヘラケス リ。内向

口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ。

黒色種子・チヤー ト・

石英・長石粒を含む

長 野

(2 5YR4/8)

日縁部1/4残 存

第9図7

甕

倫

古
画
怒

口

器

虐

外面日縁部ヨヨナデ、体部ヘラナデ。内面日

縁部 ヨヨナデ、体部ヘラナデ。

黒色粒子・雲母・石英・

長石粒を含む

良好 橙色

(7 5YR6/6)

日縁部 V8残

第9図 8

甕

偉
高

客

Ｈ
器

藤

(77)

外面日縁部 ヨヨナデ、体部ヘラナデ。内面回

縁部 ヨコナデ、体部ヘラナデ。

黒色粒子 雲母・石英・

長石粒を含む

良好 種 ロ

(2 5YR6/81

日縁部 1/5残

第9凶 9 須患燕

郭

径

高

径

日

器

底

106

38
62

ロク ロ成形。底部回転ヘラ切 りの後ヘラナ ナヤー ド・伯共・長41

粒を含む

良好 にぶい橙色

(5YR7/4)

体部 1/2欠 損

第9図 10 須患喬

郭

径

高

径

口

器

底

124

53

80

ロクロ成形。医部手持ヘラケスリ。ヘラ記 潟 鰤 育 苅・角 果・長 ね

粒を含む

艮好

(10Y6/1)

体部 1/2欠 損 ヘラ言E汚

第9図 11 須 思 壷

郭

律

一局

径

Ｈ

器

底

４８

Ю

ロクロ成形。医部手持ヘラ切 り。1米」即ヘラ

記号。

チヤー ト・IH英。長れ

粒を含む

艮 好

(10Y7/1)

体 罰
`]/2娠

ヘラ記号

第9図 12 須 思 爺

甕

後

高

怒

山
器

蒔

外面平行タタキ。自然釉。内面ヘラナデ。 黒色粒子・石英・長石

粒を含む

良好 灰オリープ色

(5Y5/2)

胴部破片

第9図 13

甕

偉

音
回

客

凹
器

虐

外面平行タタキ。自然釉。内面ヘラナデ。 黒色粒子・石英・長石

粒を含む

良好 灰色

(7 5YR4/1)

1同 部破片

第9図 14

甕

後

一局

客

日

器

虐

外面平行タタキ。内面ヘラナデ。 黒 B裡 子・ね 央・長 ね

粒を含む

艮好 灰 豊

(5Y6/1)

胴部破片

第9図 15 須恵器

甕

径

高

径

日

器

底

外面平行タタキ。内面ヘラナデ、ヘラケス

リ。

黒巴柾十・●央・長4H

粒を含む

艮好

(5Y7/1)

胴部破片

302 第12図 1 土師器

坪

倫

古
回
各

口

器

底

脚
守
中

ロクロ成形。外画体部下端回転ヘラケスリ。

内面ヘラミガキの後黒色処理。底部回転ヘ

艮好

(10YR3/41

体部 1/2欠 損 墨書土器

内黒

第 12図 2

邦

倫

昔
回

塞

口

器

蒔

130

41

60

回クロ成形。外面体部下端回転ヘラケズリ。

内面ヘラミガキの後黒色処理。底部回転糸

スコリア・石英 ,長石

粒を含む

良好 黒褐色

(10YR3/1)

完形 内黒

第 12図 3

郭

佳

一烏

客

口

器

慮

(29)

30

ロクロ成形。外面ロクロナデ、下端部回転ヘ

ラケズリ。内面ヘラミガキの後黒色処理。底
部回転ヘラケズリ。

黒色粒子・海綿骨針・

石英・長石粒を含む

良好 明赤褐色

(2 5YR5/8)

底部 1/2残 内黒

第 12図 コ

高台付耳

径

高

客

日

器

虐

(22)

65

回クロ成形。高台貼付。底部回TAヘ ラ切 り。

内面ヘラミガキの後、黒色処理。

チャー ト・石英・長石

粒を含む

艮好 凌 東 蔭 ロ

(7 5YR3/4)

高台部のみ 垂着工喬

「大福」

第12図 5 土師器

高台付皿

径

高

徳

口

器

彦
(23)

62

回クロ成形。高台貼付。底部回転ヘラ切 り。

内面ヘラミガキの後、黒色処理。

潟 編 貸 封・ね 共 長 ね

粒を含む

艮好

00YR6/2)

高台部のみ 内黒

第12図 6 土師器

高台付皿

径

高

客

日

器

度

(15)

ロクロ成形。高台賄付。底部回転ヘラケス

リ。内面ヘラミガキの後、黒色処理。 粒を含む

良好 にぶい黄掲色

(10YR7/2)

高台部のみ 内黒

40
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器 種 法量 (cm) 器形および調幕の特徴 胎 土

第12図 7 コニH中 君岳

甕

径

高

径

日

器

底

170

(60)

外面日縁部ヨコナデ、体部ヘラケズ リ。内面

日縁部 ヨヨナデ、体部ヘラナデ。

チヤート・石夷・長石

粒を含む
艮好

(5YR3/3)

口縁 日
`1/5娠

第12図 8

蜜

佳

高

径

口

器

底

140

(&1)

外面日縁部ヨヨナデ、体部ヘラケズ リ。内面

口縁部 ヨヨナデ、体部ヘラナデ。

黒 口 裡 す
°
伯 果・長 ta

粒を含む

艮 貯

(2 5YR3/1)

日縁部 1/2残

第12図 9

質

律

古
回
怒

口

器

席

(110)

外画日縁部ヨヨナテ、体部ヘラケズ リ。内面

口縁部ヨヨナデ、体部ヘラナデ。

燕 B卍 す・● ス・長 徊

粒を含む

艮 好 にぶい赤褐色

(5YR5/3)

日縁部 1/2残

素 12図 10

甕

倫

古
回
客

Ｈ

器

庫

(801

外向回縁部ヨコナテ、体部ヘラケス リ。内面

日縁部 ヨコナデ、体部ヘラナデ。

チャート・石英・長石

粒を含む
良好 橙 B

(2 5YR6/81

日縁部 1/5残

弟 12凶 ]

褻

偉
高

径

凹
器

底
(黎 )

60

外 国 ヘ フケ ス リ。門 回 ヘ フ ナ ア 。属 部 ヘ ラ記 石英・長石粒を含む 良好 黒 侮 日

(10YR3/1)

底部のみ スス付看

503 第15図 1 須恵器

郵

径

高

径

日

器

底

148

41

90

ロクロ成形。外面体部下端回転ヘラケズ リ。

底部回転ヘラ切 り。「十」ヘラ記号。

チャート・石英 長石

粒を含む

艮好

(5Y8/1)

体目
`1/8娠 ヘラ記号

第 15図 2 須 思誘

邦

偉
高

径

口
器

底

130

41

94

ロクロ成形。外面体部下端回転ヘラケズリ。

底部回転ヘラケズ リ。

海締官jI・ れ央・長ね

粒を含む

艮好

(75Y7/1)

体部1/2残

窮 15図 3

蓋

倫

昔
回

盛

凹

器

虚

100

13

ロクロ成形。天丼部回転ヘラケス リ。ツマ

貼付。

潟 鰤 宙 叶 ア ヤ
~ド・

石英。長石粒を含む

長 野 にふ い吏 橙 色

(10YR7/2)

天丼部のみ 木棄下産

第 15図 4

蓋

後

高

径

口

器

虐

ロクロ成形。天丼日
`回

転ヘラケス リ 雲営・れ英・長IH概を

含む

良好 灰自色

(5Y7/1)

体部 75残 スス付看

第 15凶 5

蓋

偉

高

客

口

器

彦

28

ロ ク ロ厩 彬 。大 弄 謝 回 転 ヘ フ ケ ス リ。 石英・長石粒を含む 良好 仄 ロ

(10Y71)

体部 V3欠損

第15図 6 須恵器

甕

径

高

径

日

器

底

外面日縁部、櫛描没状文 黒色粒子・石英・長石

粒を含む

艮好 灰ロロ

(10YR7/1)

日縁部破片のみ

S104 第18図 1 」とH巾 君岳

高台付イ

径

高

径

口

器

底

‐４６

５６

７８

国クロ成形。高台貼付。内面ヘラミガキの後

黒色処理。底部回転ヘラケズリ。

石英・長石粒を含む 艮好

(2 5YR4/8)

日縁部一日
`欠

預 墨雷主講

「少澤」

丙里

第18図 2 コエH中言再

高台付邪

径

一局

塞

日

器

虚

150

(341

91

ロクロ威形。高台貼付。ほ部回騒ヘラ切り。

内面ヘラミガキの後、黒色処理。

スコリア・石英・長石

粒を含む

艮 野

(7 5YR8/4)

体部 1/2 内黒

第18図 3 工 印 誘

高台付坑

径

高

怒

日

器

膚
“
朗

ロクロ成形。同台貼付。底部回転ヘラ切 り。

内面黒色処理。 粒を含む

艮 貯 覆 色

(2 5YR7/81

底部 1/2残 墨書土器

内黒

第18図 4

饗

律

昔
祠
毎

日

器

虐

(2981

外向口縁乱
`ヨ

ヨナテ、体部ヘラクス リ、ヘフ

ナデ。内面口縁部ヨヨナデ、体部ヘラナデ。

黒色粒子・チャー ト

石英。長石粒を含む

良好 黒 褐 色

(7 5YR2/2)

回縁部1/4残

胴部1/4残

第18凶 5 土R中誘

甕

径

一局

径

日

器

底

214

(271)

外面日縁部ヨヨナデ、体部ヘラケズリ、ヘラ

ナデ。内面日縁部ヨヨナデ、体部ヘラナデ。
黒色粒子・石英・長石

粒を含む

良好 橙色7 5YR6/6

褐色7 5YR4/3

口 稼 司
'

胴部 1/6残

第18図 6 土師器

甕

径

高

径

日

器

底

190

(25)

00

外面口縁部ヨヨナデ、体部ヘラナデ。内面ロ

縁部 ヨコナデ、体部ヘラナデ。

黒色粒子 石英・長石

粒を含む

艮好 笹色7 5YR6/6

黒色7 5YR2/1

日縁部破片

第 18図 7 土 師器

甕

佳

古
口

怒

口

器

蒔

214

(1241

外面口縁部ヨヨナデ、体部ヘラナテ。内面ロ

縁部ヨヨナデ、体部ヘラナデ。

黒 己 任 十 °
● 衆・長 伸

粒を含む
良好 橙色(5YR7/6) 日縁部 V6娠

第 18図 8 土 師器

甕

倫

昔
同
悠

凹

器

虚

223

(126)

外面口縁部ヨヨナテ、体部ヘラナテ、ヘラケ

ズ リ。内面口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ。 粒を含む

艮好

褐色7 5YR4/3

日縁部フ4残

SЮ 5 第21図 1

イ

倫

昔
画
客

Ｈ

器

虐

20 ロクロ威形。外面体部下端手持ヘラケス リ。

内面 ヘラミガキの後、黒色処理。底部 回転糸

切 り、

黒色粒子・石英・長石

粒を含む

良好 にぶい黄橙色

(10YR6/3)

体部 1/4欠 損 内黒

第21図2 土師器
イ

径

一局

径

日

器

底

lao

(33)

回クロ成形。外面体部下端手持ヘラケズリ

内面ヘラミガキの後、黒色処理。

黒色粒子・石英。長石

粒を含む

良好 種色

(2 5YR6/6)

体部 1/8残 内黒

第21図3 土師器

邪

径

高

客

日

器

底

(19)

52

ロクロ成形。外面ヘラナデ。内面ヘラミガ

キ。底部回転糸切 り。

チヤート・石英。長石
粒を含む

艮埓 及 頁 橙 g

(10YR8/4)

底部のみ 内黒

第21図4 ヨユH印君岳

高台付IT

径

一局

径

日

器

虚

ｒｌ
ｕ

氏

ロクロ成形。局台肖Jり 出し。腰部回転ヘラ切

り。内面黒色処理。 粒を含む

艮好

(2 5YR6/6)

医部のみ 内黒

第21図 5

甕

偉

高

修

Ｈ

器

虐

外面回縁部ヨヨナテ、体部ヘラケスリ。内向

日縁部 ヨヨナデ、体部ヘラナデ。

黒色粒子・石英・長石

粒を含む

良好 橙色

(7 5YR7/6)

日縁部 1/4残

第 21図 6 土師器

甕

径

高

径

日

器

底

８０
ｐ

．

外面口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ、ヘラケ

ズ リ。内面日縁部ヨヨナデ、体部ヘラナデ。

石英・長石粒を含む 艮好 黒褐 色

(10YR3/1)

日縁部 1/10残

SI06 第25図 1 土師器

手捏土器

径

高

盛

日

器

虚

Ю

酪

爪

巻上げ成形。外面体部ナデ。内面ナデ。底部

木葉痕

博

む

要

含

艮好 浅 頁 橙 E

(10YR8/4)

体部 1/2残 本粟痕

第25図 2

甕

径

高

徳

日

器

虚

260

(93)

外面日縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ。内面日

縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ。

石英・長石粒を含む 良好 にぶい橙色
(7 5YR7/41

日縁部 1/6娠

41



第Ⅲ章 まとめ

遺 橋 図版番号 器 種 器形および調整の特徴 胎 土 焼 成 色 調 残 存 備 考

806 第25図 3 ヨ三H印 言馬

甕

径

高

径

口

器

底
(165)

外面口縁部ヨコナデ、体部ヘラケス リ。内面

日縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ。 粒を含む

良好 OE
(7 5YR7/6)

体部 1/4残

第25凶4

甕

径

一局

径

日

器

底
鋤
００

外面ヘラケス リ。内面ヘラナテ。属部不某

痕。

艮好

(5Y R4/2)

底部 1/4残 本棄反

弔 25凶 5

甕

徐

一局

客

口

器

彦

０

６

外面ヘラケス リ。内回ヘフナア。ほ部不某

痕。

再
む

去
含

艮 好

(2 5YR4/8)

底罰
`1/2媛

第25図6 須恵器

郭
俗
一局
径

口
器

底
(37)

80

ロクロ成形。外面体部下端回転ヘラケズ リ。

底部回転ヘラケズ リ。

石英・長石粒を含む 良好 オリーフ灰色

(25GY6/1)

体 罰
`1/4娠

第25図7 須 思喬

邦

径

高

径

日

器

底

似

９

ロクロ成形。底部 回転ヘラケズ リ 海綿骨針・チヤー ト・

石英・長石粒を含む

良好 灰自色

(5Y7/1)

底部 V4残

第25図8

蓋

倫

昔
画
怒

口

器

虚

(1,1)

ロクロ成形。ツマミ貼付け 良好 灰g
(5Y5/1)

ツマミのみ

第25凶9

蓋

倫

古
同
体

口

器

虐

ロクロ成形。天丼部回転 ヘラクス リ。

粒を含む

艮好

(5Y4/1)

六汗 HH′い部

欠損 lμ残

第25図 10 察思蕊

蓋

径

高

径

口

器

底

ロク ロ瓜 形 。大 升 罰i口 弘 ヘ フ ケ ス リ。 有典・長 ね 紅 を含 む 艮 野

(N7/)

体罰
`1/3娠

S07 第28図 1 土師話

甕

径

高

径

日

器

底

220

(69)

外面口縁部ヨヨナデ、体部ヘラナデ。内面口

縁部 ヨコナデ、体部ヘラナデ。

海綿骨針・黒色粒子・

石英・長石粒を含む

良好 にふ い笹 色

(5YR6/4)

口縁 司i1/10娠

第28図 2 コエH中署再

甕

佳

一局

径

日

器

虐

(181

80

外面ヘラケズ リ。内面ヘラナデ。底部木栗

痕。

スヨリア 石英 長石

粒を含む

良好 黒褐 色

(5YR3/1)

底部 1/4欠 損 木棄痕

S108 第31図 1 土 師器

郭

偉

古
回
悠

凹

器

虐

138

43
7B

ロクロ成形。外面体部下端 回転 ヘラケズ リ。

内面 ヘラミガキの後、黒色処理。底部静止糸

切 りの終、周縁手持ちヘラケズ リ^

燕 E狂 子・伯 楽・長 伯

粒を含む

良好 浸東 Tgロ

(7 5YR8/6)

日縁部一部

欠損

第31図2

イ

盗

一局

径

口
器

虐

(40)

回クロ成形。外面ロクロナテ。肉面ヘラミガ

キの後、黒色処理。

潟 師 官 苅・黒 E柾 す

石英・長石粒を含む

艮好 浅 東 使 B

(7 5YR8/6)

体部 1/4残 内黒

第 31凶 3

邪

ｅ

古
同

客

口

器

彦

(18)

68

ロクロ夙形。外向体罰
`卜

馬ヘラミカキ。内向

ヘラミガキの後、黒色処理。底部回転ヘラ切

りの後、ヘラミガキ。

艮好 にぶい橙色

(7 5YR7/4)

底部のみ 内黒

第 31図4 土師器

高台付郷

径

高

径

日

器

底
(55)

96

ロクロ成形。高台貼付。外面体部下端回転ヘ

ラケズリ。内面ヘラミガキの後、黒色処理。

底部回転ヘラ切 り。

海綿骨針・黒色粒子・

石英・長石粒を含む

艮 好

(5YR7/6)

ほ目
`1/3残 ヘラ記号

第 31図5 主帥喬

高台付邦

径

高

径

口

器

底

(20)

110

ロクロ成形。高台貼付。外面体部ロクロナ

デ。内面ヘラミガキの後、黒色処理。底部回

転ヘラ切 り。

雲母・石英。長石粒を

含む

良好 浅黄橙色
(7 5YR8/6)

底部1/6残 内黒

第 31図6 工 H印喬

甕

径

高

客

日

器

底

2111

(80)

外面口縁部 ヨコナデ、体部横位のヘラケズ

リ。内面日縁部ヨヨナデ、体部ヘラナデ。

黒色粒子・石英・長石

粒を含む

良好 橙色

(7 5YR6/6)

日縁部1/8残 内黒

第 31図7

甕

径

高

径

日

器

眸

20J9

(73)

外面口縁部ヨコナデ、体部積位のヘラケズ

リ。内面日縁部 ヨヨナデ、体部ヘラナデ。

黒 色 榎 十・● 央
°
長 伯

粒を含む

良好 暗赤褐色

(5YR3/2)

口縁部 1/5残

第 31図8

甕

企

一高

径

口

器

蒔

2

(50)

外面日縁部ヨヨナテ、体部ヘラナテ。内面日

縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ。

スコリア・石葵・長石
粒を含む

艮好 黒 侮 日

(10YR2/3)

日縁郡 1/10残

第 31図9

甕

僚

古
同
客

口

器

虚

(46)

84

外向ヘラナテ。内向ヘフナテ。属部本葉展の

後ヘラナデ。 粒を含む

艮好

(5YR7/6)

底郡3/4残 木藁展

第 3,図 10 土師器

襲

径
二
局

毎

日

器

虐

(45)

64

外面ヘラナデ。内面ヘラナデ。底部ヘラナ 石英・長石粒を含む 良好

(5YR4/6)

ほ部3/4娠

第 31図 引 須忠喬

邪

径

高

径

日

器

底

９

８

ロクロ成形。底部 回転ヘラ切 り。 チャート・石英・長石
粒を含む

良好 灰自色
(10Y8/1)

体部1/3残

第 31図 12 狽 思喬

杯

径

高

客

日

器

虚

位

７

ロクロ成形。底部 回転ヘラ切 り。 石英・長石粒を含む 良好 灰色

(10Y5/1)

体部 1/4残

第 31図 13

郭

倫

古
同

盛

口

器

虚

(16)

70

ロクロ成形。属部回転ヘラ切りの後。ヘラケ

ズリ。
石英 長石粒を含む 良好 灰 自色

(5Y7/1)

底部 1/2残

第 31図 14

盤

倫

一局

径

口

器

應

40

ロクロ威形。高台簡付。外向体部下半 LgH転 ヘ

ラ切 り。ロクロナデ。底部回転ヘラ切 り。

「十 1字状のヘラ記号。

粒を含む

艮 好

(10YR4/1) '/4残

ヘラ記号

第 31図 15 須恵器

甕

客
〓
局

答

日

器

庫

外面タタキ、ヘラケズ リ。内面ヘラナデ。 チャート・石英・長石
粒を含む

良好 灰白色

(10Y8/1)

胴部破片

第 31図 16 須恵器

甕

径

高

径

日

器

底

外面平行タタキ。内面ヘラナデ。 黒色粒子・石英・長石

粒を含む

良好 灰g
(10Y4/1)

胴部破片

SK03 第34図 1 須思誘

甑

径

高

掻

日

器

虚

210

(74)

ロクロ成形。外面ロクロナデ・ヘラケズ リ

内面ロクロナデ。把手欠損。

黒 豊 柾 十・ね 共・長 伯

極を含む

艮好 に示い貢橙色

(10YR7/3)

日縁部 1/8残

42



第Ⅱ章 まとめ

器形および調整の特徴 騰 二

SK04 第34凶2

郭 唯
綿
靡

ω

ロクロ成形,外画ロクロナデ。内画ヘラミガ
キの後、黒色処理。

石英・長石粒を含む 艮好 衛 黙 g

(10YR4/1う

日縁部 V瞬 肉黒

3K96 第 帯4凶J

甕 唯縞
離

1491

外国口縁部ヨコナデ、椰 ヘラケズ リ。内画

口縁部 ヨヨナ永 体部ヘラナ元

長 好

12 5YR7ノ ω
日翻劇

`1719賑

第34図4 猥思薫

蓋
唯
綿
醸

(1つ

ロクロ厩形oツマミ1貼付IアⅢ夭井部ヘラタス
リ。

・FH央・長rH種を言□ 長野

(7訂 R6/1)

ツマミのみ

郷 4図5 17/F思 議

甕
唯
綿
陣

Q①
巻上げ成肱 櫛歯波状文。 石英i長石粒を含む 良好

囃帥
日縁郡取片

43



写 真 図 版



1 遺跡全体景観

3 基本層序 (a:PG]、  b:PG2)

2 調査区全体景観



1～ 5:住居跡 S101
(1:全景、2:カ マド址、3～ 5:遺物出土状況)

6～ 10:住居跡 S I02
(6:全景、7:カ マ ド址、8～ 10:遺物出土状況 )



1:住居跡 S103・ 04全景
2～ 5:住居跡 S103
6～ 8:住居跡 S104

2:全景
3:カ マ ド址
4・ 5:遺物出土状況
6:全景
7:カ マ ド址
8:遺物出土状況



1～4:住居跡 S I05
(1:全景、2:カ マド址、3・ 4:遺物出土状況)

5ハV9:住居跡 S I06
(1:全景、2:カ マド址、。7～9:遺物出土状況)



1～2:住居跡 S107
(1:全景、2:カ マ ド址)

3～ 8:住居跡 S108
(3:全景、4:カ マド址、5～8:遺物出土状況)



1:土坑S K01  2:」 LttS K01
5: Ltt S K06   6:土坑S K07

(後 )、  S K02(前)   3:三上坑S K03   4:■ttS K04(前 )、

7:土坑 S K08  8:土 坑 S K09
(後 )



1 :土坑 S K10   2:土 坑 S K07、  P-3～ 5、  7-10、  15、  17 4:溝 S D01

5:縄文時代の遺物 (1:S K02、 2:S K09、 3i S K10、 4・ 5:S D01)



101出土遺物



1.住居跡S102出土遺物

2.住居跡 S i03出土遠物



「

6

住居跡 S104出土遺物



1.住居跡 S I05出土遺物

2.住居跡 S106出土遺物



一
畿

３

13

1.住居跡 S I07出土遺物

12  14

2.住居跡 S I08出土遺物 (1)



２２

邁

颯

蝿

娼

璽

０
２

卜■

ト
ト

，

・

簸

２５

‐９

綾

２４

翌

‐８

麹
鰹
鰯
困
騒
静

透．
．
．

ｗ
２３

７

懲

７

３

６

1.住居跡 S108出土遺物 (2)

2.土坑出土遺物
1:S K03
2: S K04
3～5: S K06
6,7:S K07
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334 度
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秒

８

６

　
８

　
６

３

３

４
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23分
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1,980だ 店舗建設に伴う記録

保存の為の調査

遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主な遺物 特 記 事 項

上ノ宿遺跡 集落跡 縄文時代、
奈良・平安、
中世

堅穴住居跡8軒、柵列 1

条、土坑 10基 (奈 良。平
安時代)、 柱穴状遺構10

基 (奈良・平安時代)、 溝
状遺構1条 (中 世)

縄文土器・土師器・須
恵器・石鏃・銭貨・管
状土錘・石製紡錘車・

刀子

奈良 。平安時代
の集落跡であ
る。住居跡から
墨書土器が出土

要 約

本遺跡は久慈川の右岸、標高53.5mの 舌状台地上で、広大な平坦面が広がる東側縁辺部に立地

している奈良・平安時代の集落跡である。竪穴住居跡 8軒、柵列 1条、土坑10基は8世紀中葉か

ら9世紀後葉にかけて形成されたもので、いずれの住居跡もカマドをもち、主軸方位は真北から

西方15° 内に収まるほど一致している。住居跡内から土師器・須恵器をはじめ紡錘形を呈した管

状土錘が纏まって出土しているほか、石製紡錘車や刀子、砥石が検出されている。なお、土師器

には墨書土器があり、計 5点の内、「大福」「少澤」の二点が判読可能であつた。当遺跡はさら

に西方へ大規模に広がる可能性があり、この地域を代表する拠点的大集落跡になる可能性が大き

セゝ。
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